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１
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に
２
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リ
カ
合
衆
国
に
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け
る
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
現
状
と
展
開
(
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二
〇
〇
六
年
連
邦
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事
訴
訟
規
則
改
正
の
概
要
(
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法
改
正
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え
た
重
要
判
例
①
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そ
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Ｅ
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命
令
(
１)
不
注
意
な
Ｅ
Ｓ
Ｉ
情
報
の
開
示
を
保
護
命
令
で
阻
止
で
き
る
と
さ
れ
た
事
例
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１は
じ
め
に
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、「
ア
メ
リ
カ
」
と
す
る
。）
に
お
け
る
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
そ
の
概
要
と
保
護
命
令
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
周
知
の
よ
う
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
発
展
に
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
情
報
と
技
術
の
時
代
は
、
法
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
古
い
情
報
処
理
の
方
法
に
急
速
に
取
っ
て
変
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
証
拠
の
大
部
分
が
デ
ジ
タ
ル
情
報
で
あ
る
場
合
、
訴
訟
当
事
者
は
、
法
お
よ
び
紛
争
の
事
実
に
つ
い
て
の
理
解
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
デ
ー
タ
保
管
実
務
ま
で
も
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
部
分
の
企
業
内
弁
護
士
お
よ
び
法
廷
弁
護
士
は
、
書
面
に
よ
る
書
類
作
成
に
お
い
て
訓
練
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
日
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
中
か
ら
証
拠
を
捜
し
出
す
の
に
必
要
な
専
門
的
経
験
に
お
い
て
は
十
分
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
大
量
の
Ｅ
メ
ー
ル
や
電
子
文
書
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
商
事
訴
訟
、
行
政
訴
訟
お
よ
び
雇
用
訴
訟
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
広
範
囲
で
大
規
模
な
も
の
と
な
り
、
時
に
は
秘
密
の
業
務
記
録
や
情
報
に
つ
い
て
の
開
示
を
含
む
こ
と
に
も
な
る
。
今
日
、
最
も
負
担
と
な
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
電
子
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」
ま
た
は
「
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
、
訴
訟
当
事
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
あ
る
電
子
メ
ー
ル
や
そ
の
他
の
電
子
文
書
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ｅ
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(
２)
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
電
子
情
報
の
ミ
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
を
取
る
際
の
具
体
的
手
続
が
示
さ
れ
た
事
例
―C
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４
ま
と
め
ー
要
求
に
関
連
し
た
費
用
は
巨
額
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
紛
争
そ
の
も
の
の
総
額
を
は
る
か
に
上
回
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
民
事
訴
訟
に
関
す
る
手
続
を
定
め
たF
e
d
e
ral
R
u
le
s
o
f
C
iv
il
P
ro
ce
d
u
re
（
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
）
の
一
部
が
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
日
に
改
正
さ
れ
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
訴
訟
当
事
者
が
電
子
形
式
で
保
存
さ
れ
た
情
報
（E
le
c-
tro
n
ically
S
to
re
d
In
fo
rm
atio
n
,
以
下
、｢
Ｅ
Ｓ
Ｉ
」
と
す
る
。）
に
関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
た
。
電
子
情
報
開
示
の
対
象
と
な
る
デ
ー
タ
は
、
電
子
メ
ー
ル
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
文
書
ソ
フ
ト
や
統
計
ソ
フ
ト
等
で
作
成
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
、
実
験
デ
ー
タ
、
会
計
デ
ー
タ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
フ
ァ
イ
ル
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ス
ト
レ
ー
ジ
に
保
存
さ
れ
た
電
子
情
報
な
ど
、
す
べ
て
の
電
子
的
に
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。
新
し
い
規
則
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
社
会
双
方
の
新
し
い
電
子
メ
ー
ル
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
重
視
す
る
文
化
と
相
ま
っ
て
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
重
大
な
情
報
管
理
の
厳
格
化
と
責
任
を
課
し
て
い
る
。
一
方
で
、
裁
判
所
は
訴
訟
当
事
者
に
手
続
に
従
っ
て
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
順
序
だ
っ
て
示
す
こ
と
の
圧
力
を
増
し
て
い
る
。
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
す
る
手
続
の
厳
し
い
遵
守
は
、
多
く
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
始
め
て
お
り
、
も
は
や
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
領
域
で
は
「
無
知
」
に
よ
る
抗
弁
は
許
容
さ
れ
な
い
。
す
べ
て
の
訴
訟
当
事
者
は
、
訴
訟
、
も
し
く
は
政
府
調
査
に
関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
作
為
的
な
い
し
は
、
偶
発
的
な
削
除
に
対
し
て
は
厳
罰
に
従
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
後
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
破
棄
が
発
覚
し
た
な
ら
ば
、
裁
判
所
に
よ
る
制
裁
は
確
実
に
生
じ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
お
よ
び
法
律
の
専
門
家
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
努
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
電
子
情
報
の
開
示
の
場
合
に
は
、
従
来
の
文
書
を
中
心
と
し
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
は
根
本
的
に
異
な
る
取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
事
業
展
開
を
す
る
日
本
企
業
が
ア
メ
リ
カ
で
訴
訟
を
提
起
さ
れ
る
と
、
日
本
の
本
社
や
関
連
会
社
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
サ
ー
バ
ー
に
保
存
し
た
電
子
情
報
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
訴
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一
七
え
に
関
連
す
る
情
報
で
あ
れ
ば
提
出
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
電
子
情
報
の
保
存
や
保
管
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
隠
匿
し
た
り
、
故
意
に
破
棄
し
た
り
す
る
場
合
に
は
、
た
ち
ま
ち
裁
判
所
か
ら
の
制
裁
の
対
象
と
な
っ
た
り
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
陪
審
に
対
し
て
「
不
利
益
推
定
説
示
」(
ad
v
e
rse
in
fe
re
n
ce
in
stru
ctio
n
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
こ
の
説
示
に
よ
っ
て
事
実
認
定
者
で
あ
る
陪
審
に
対
し
て
、
当
事
者
の
一
方
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
妨
害
の
あ
っ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
(
)
こ
の
よ
う
な
説
示
は
、
評
決
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。こ
の
点
、
日
本
の
民
事
訴
訟
法
で
は
、
電
子
情
報
を
民
事
訴
訟
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
に
つ
い
て
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。
(
)
な
お
、
民
事
訴
訟
法
二
三
一
条
は
、
録
音
テ
ー
プ
及
び
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
準
文
書
の
例
と
す
る
に
と
ど
ま
り
、
磁
気
テ
ー
プ
等
の
電
磁
的
な
媒
体
一
般
を
準
文
書
の
例
と
は
し
て
い
な
い
。
(
)
し
た
が
っ
て
、
日
本
で
は
、
企
業
だ
け
で
な
く
、
個
人
も
、｢
文
書
」
の
所
持
者
が
民
事
裁
判
の
た
め
に
開
示
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
電
子
情
報
の
自
覚
的
な
管
理
経
験
や
管
理
方
針
が
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
膨
大
な
量
の
電
子
情
報
の
中
か
ら
、
証
拠
と
な
る
デ
ー
タ
だ
け
を
過
不
足
な
く
取
り
出
す
の
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
抽
出
作
業
が
不
十
分
な
場
合
、
そ
の
後
の
証
拠
調
べ
に
手
間
取
る
こ
と
に
な
り
、
時
間
を
要
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
相
当
な
費
用
も
必
要
と
な
る
。
他
方
で
、
守
秘
義
務
に
基
づ
い
て
特
定
情
報
を
非
開
示
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
イ
ン
・
カ
メ
ラ
手
続
を
利
用
し
て
開
示
の
仕
方
を
制
限
す
る
方
法
を
選
択
せ
ず
、
不
注
意
に
も
、
不
必
要
な
情
報
ま
で
提
出
し
た
場
合
、
機
密
情
報
を
訴
訟
相
手
に
漏
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
、
電
子
情
報
の
提
出
の
仕
方
、
提
出
物
の
範
囲
、
さ
ら
に
提
出
の
遅
延
な
ど
は
、
紙
ベ
ー
ス
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
比
べ
て
は
る
か
に
曖
昧
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
対
応
を
誤
る
と
訴
訟
結
果
に
か
な
り
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
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所
持
者
に
と
っ
て
は
、
関
連
す
る
電
子
情
報
に
関
す
る
予
め
の
保
護
方
針
、
管
理
、
保
全
や
精
査
が
不
可
避
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
電
子
情
報
の
性
質
上
、
全
体
的
に
、
概
括
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
や
企
業
機
密
を
含
む
文
書
の
提
出
を
ど
の
よ
う
に
防
止
す
る
か
と
い
う
点
と
、
従
来
の
「
保
護
命
令
」
は
そ
の
よ
う
な
場
合
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
と
い
っ
た
点
を
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
、
２
に
お
い
て
、
二
〇
〇
六
年
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
改
正
の
問
題
点
を
概
括
し
、
こ
の
よ
う
な
改
正
を
促
せ
た
先
行
判
決
を
分
析
し
、
３
に
お
い
て
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
保
護
命
令
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
あ
と
、
一
定
の
ま
と
め
を
し
た
い
。
(
)
不
利
益
推
定
説
示
が
示
さ
れ
る
と
、
敗
訴
が
不
可
避
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
敗
訴
の
場
合
、
損
害
賠
償
額
の
上
積
み
や
、
場
合
に
よ
る
と
懲
罰
賠
償
の
可
能
性
も
起
こ
り
う
る
。S
ee
M
atth
e
w
S
.
M
ak
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y
D
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M
y
E
m
a
il:
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g
a
C
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p
reh
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A
d
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In
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S
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S
p
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E
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E
vid
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ce,
4
2
S
U
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F
O
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U
.
L
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R
E
V
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6
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(
2
0
0
9)
.
(
)
｢
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
」(
第
一
〇
二
号
、
二
〇
〇
二
年
四
月
一
日
施
行
）
に
お
い
て
は
電
子
情
報
に
つ
い
て
の
形
式
的
証
拠
力
す
な
わ
ち
成
立
に
関
す
る
推
定
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
参
照
、
同
法
第
三
条
。
(
)
そ
の
理
由
は
、「
録
音
テ
ー
プ
及
び
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
裁
判
所
に
お
い
て
も
容
易
に
再
生
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
文
書
の
証
拠
調
べ
と
同
様
の
取
扱
い
と
す
る
こ
と
に
問
題
が
な
い
の
に
対
し
て
、
磁
気
テ
ー
プ
や
磁
気
デ
ィ
ス
ク
一
般
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
容
易
に
再
生
し
、
閲
読
と
い
う
方
法
で
証
拠
調
べ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
鑑
定
や
検
証
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、
法
務
省
に
お
け
る
「
電
子
取
引
法
制
に
関
す
る
研
究
会
（
制
度
関
係
小
委
員
会)
」
報
告
書
。
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一
一
九
２ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
現
状
と
展
開
（
１
）
二
〇
〇
六
年
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
改
正
の
概
要
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
つ
い
て
は
、
そ
の
改
正
案
が
二
〇
〇
六
年
四
月
に
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
訴
訟
当
事
者
が
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
に
関
す
る
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
年
一
二
月
一
日
か
ら
新
規
定
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
る
べ
き
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
向
け
て
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
改
正
を
検
討
し
、
提
案
す
る
民
事
規
則
諮
問
委
員
会
（A
d
v
iso
-
ry
C
o
m
m
itte
e
o
n
C
iv
il
R
u
le
s
）
に
こ
の
問
題
が
最
初
に
提
案
さ
れ
た
の
は
一
九
九
六
年
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
改
正
に
は
実
務
家
や
企
業
サ
イ
ド
の
意
見
が
必
要
だ
と
の
声
に
よ
り
、
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
改
正
は
な
か
な
か
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
本
格
的
に
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
も
検
討
を
重
ね
る
が
、
改
正
へ
の
取
り
組
み
は
時
期
尚
早
と
判
断
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
フ
ォ
ー
ダ
ム
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
二
日
間
に
わ
た
る
大
規
模
な
会
議
を
開
き
、
同
年
五
月
に
改
正
案
が
発
表
さ
れ
た
。
同
年
八
月
に
は
、
改
正
案
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
期
間
が
設
け
ら
れ
、
二
〇
〇
六
年
二
月
ま
で
に
聴
聞
会
も
三
回
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
大
企
業
の
代
表
者
に
よ
る
証
言
の
ほ
か
、
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
同
委
員
会
は
改
正
案
に
修
正
を
加
え
、
二
〇
〇
五
年
六
月
に
改
正
手
続
規
則
常
任
委
員
会
（S
tan
d
in
g
C
o
m
m
itte
e
o
n
R
u
le
s
o
f
P
ractice
an
d
P
ro
-
ce
d
u
re
）
の
承
認
を
経
て
、
同
年
九
月
に
は
司
法
協
議
会
（Ju
d
icial
C
o
n
fe
re
n
ce)
に
お
い
て
、
二
〇
〇
六
年
四
月
一
二
日
に
は
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一
二
〇
連
邦
最
高
裁
で
承
認
さ
れ
、
同
年
一
二
月
一
日
公
布
さ
れ
た
。
(
)
訴
訟
規
則
の
改
正
の
結
果
、
影
響
が
あ
る
思
わ
れ
る
四
つ
の
改
正
点
に
つ
き
、
以
下
に
紹
介
す
る
。
(
)
①
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六

で
は
、
同
規
則
二
六

で
規
定
さ
れ
て
い
る
最
初
の
面
会
協
議
（m
e
e
t
an
d
co
n
fe
r
）
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
話
し
合
い
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
当
事
者
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
計
画
の
協
議
に
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
提
出
形
式
な
ど
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
訴
訟
当
事
者
に
は
、
特
定
の
場
所
に
存
在
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｉ
に
合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
お
よ
び
当
該
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
回
収
し
、
検
討
す
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
訴
訟
当
事
者
は
、
開
示
す
べ
き
情
報
（
非
電
子
的
情
報
を
含
む
）
の
保
全
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
協
議
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
(
)
②
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
三
四

で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
文
書
提
出
の
形
式
を
指
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
文
書
を
要
求
す
る
当
事
者
は
、
文
書
の
提
出
要
求
を
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
Ｅ
Ｓ
Ｉ
形
式
で
提
出
す
べ
き
か
の
指
定
が
可
能
と
な
っ
た
。
文
書
を
提
出
す
る
当
事
者
は
、
要
求
さ
れ
た
形
式
に
同
意
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
応
答
に
お
い
て
当
該
指
定
形
式
に
反
対
す
る
と
と
も
に
そ
の
反
対
理
由
を
述
べ
、
求
め
る
形
式
を
指
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
文
書
提
出
当
事
者
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
提
出
形
式
が
文
書
提
出
要
求
に
お
い
て
特
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
自
己
が
使
用
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
形
式
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
の
両
当
事
者
が
別
段
の
合
意
を
し
な
い
限
り
、
ま
た
は
、
裁
判
所
が
別
段
の
命
令
を
下
さ
な
い
限
り
、
文
書
提
出
当
事
者
は
、
「
合
理
的
に
使
用
可
能
な
」
形
式
か
、
ま
た
は
通
常
保
存
さ
れ
て
い
る
形
式
で
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
(
)
。
③
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六



で
は
、「
合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
」
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
あ
る
情
報
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
に
関
す
る
規
定
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。
文
書
提
出
当
事
者
は
、
文
書
提
出
要
求
に
対
す
る
応
答
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
ソ
ー
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ス
に
「
合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
」
と
し
た
場
合
、
裁
判
所
の
命
令
が
な
い
限
り
、
当
該
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
あ
る
情
報
の
提
出
に
応
じ
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
、
文
書
要
求
当
事
者
が
開
示
の
申
立
て
を
提
起
し
た
場
合
、
ま
た
は
文
書
提
出
当
事
者
が
保
護
命
令
を
受
け
る
た
め
に
、
文
書
提
出
当
事
者
は
、
情
報
が
本
当
に
「
合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
」
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
立
証
が
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
文
書
要
求
当
事
者
が
「
正
当
な
理
由
」
を
示
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
当
該
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
あ
る
情
報
の
開
示
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
(
)
。
④
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
三
七

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
「
悪
意
の
な
い
破
棄
」(
g
o
o
d
faith
d
isp
o
sal
）
に
対
す
る
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
（safe
h
arb
o
r)
規
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
の
定
期
的
か
つ
誠
実
な
運
用
の
結
果
と
し
て
、
電
子
的
に
保
存
さ
れ
た
情
報
が
破
棄
さ
れ
、
当
該
情
報
の
提
出
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
は
当
該
情
報
の
提
出
が
不
可
能
に
な
っ
た
当
事
者
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
「
誠
実
な
」(
g
o
o
d
faith
）
運
用
の
要
請
に
よ
っ
て
、
関
連
情
報
が
確
実
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
、
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
デ
ー
タ
消
去
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
定
の
機
能
を
変
更
ま
た
は
停
止
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
(
)
上
記
の
よ
う
な
内
容
の
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
二
〇
〇
六
年
改
正
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
そ
の
内
容
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(
)
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
は
、
特
に
そ
の
開
示
方
法
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
費
用
負
担
を
め
ぐ
っ
て
の
問
題
が
以
前
か
ら
生
じ
て
い
た
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
代
表
的
判
例
を
見
て
お
き
た
い
。
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２
）
二
〇
〇
六
年
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
法
改
正
に
影
響
を
与
え
た
重
要
判
例
①
不
適
切
な
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
そ
の
訴
訟
に
与
え
る
影
響
―C
o
le
m
an
H
o
ld
in
g
,
In
c.,
v
.
M
o
rg
an
S
tan
le
y
C
o
.,
2
0
0
5
E
x
tra
L
E
X
IS
9
4
(
F
la.
C
ir.
C
t.
M
a.
2
3
,
2
0
0
5)
.
C
o
le
m
an
（
以
下
、｢
コ
ー
ル
マ
ン
」
と
す
る
。）
社
対M
o
rg
an
S
tan
le
y
社
（
以
下
、｢
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
」
と
す
る
。）
事
件
は
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
不
誠
実
な
対
応
と
、
そ
れ
が
訴
訟
の
結
果
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
示
し
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
二
〇
〇
六
年
改
正
を
促
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
上
の
問
題
が
生
じ
た
の
か
、
事
件
事
実
に
即
し
て
以
下
紹
介
す
る
。
（

）
事
実
の
概
要
こ
の
訴
訟
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
社
の
キ
ャ
ン
プ
用
品
事
業
をS
u
n
b
e
am
（
以
下
、｢
サ
ン
ビ
ー
ム
」
と
す
る
。）
社
に
売
却
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
投
資
家
のR
o
n
ald
P
e
re
lm
an
が
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
を
通
じ
て
、
彼
の
コ
ー
ル
マ
ン
社
に
対
す
る
支
配
的
権
利
を
、
六
億
五
千
万
ド
ル
の
価
値
が
あ
る
サ
ン
ビ
ー
ム
社
の
株
式
と
交
換
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
、
サ
ン
ビ
ー
ム
社
の
財
政
的
問
題
を
原
因
と
し
て
、
同
社
株
の
価
格
が
急
落
し
た
。P
e
re
lm
an
の
持
株
会
社
は
、
同
社
株
の
引
受
会
社
で
あ
る
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
（
取
引
の
引
受
業
者
）
を
虚
偽
表
示
お
よ
び
詐
欺
で
訴
え
た
。
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
、
一
九
九
七
年
後
半
と
一
九
九
八
年
前
半
に
か
け
て
、
サ
ン
ビ
ー
ム
社
の
買
収
に
つ
い
て
、
サ
ン
ビ
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ム
社
株
お
よ
び
現
金
を
受
け
取
る
代
わ
り
に
コ
ー
ル
マ
ン
社
の
八
十
二
％
の
利
益
を
得
、
か
つ
サ
ン
ビ
ー
ム
社
の
財
務
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
、
実
際
に
こ
の
取
引
に
融
資
す
る
た
め
に
サ
ン
ビ
ー
ム
社
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
七
億
五
千
万
ド
ル
の
債
券
証
書
の
主
引
受
業
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
コ
ー
ル
マ
ン
社
は
、
サ
ン
ビ
ー
ム
社
の
一
連
の
破
産
申
立
て
の
後
に
、
コ
ー
ル
マ
ン
社
に
対
す
る
利
益
だ
け
で
な
く
交
換
株
価
の
下
落
し
て
し
ま
っ
た
サ
ン
ビ
ー
ム
社
株
を
受
け
取
っ
た
た
め
莫
大
な
損
失
を
出
し
た
。
そ
こ
で
コ
ー
ル
マ
ン
は
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
を
相
手
取
っ
て
、
具
体
的
に
は
、
当
該
取
引
に
つ
い
て
共
謀
、
幇
助
お
よ
び
教
唆
が
あ
っ
た
と
し
て
、
四
億
八
五
〇
〇
万
ド
ル
の
損
害
を
請
求
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
(
)
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
に
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
コ
ー
ル
マ
ン
社
の
訴
状
、
お
よ
び
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
た
め
の
書
類
提
出
に
つ
い
て
の
最
初
の
要
求(
re
q
u
ire
m
e
n
t)
が
送
達
さ
れ
た
。
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
に
開
示
を
求
め
ら
れ
た
「
文
書
」
は
、
特
に
電
子
的
に
保
管
さ
れ
た
も
の
を
含
む
広
範
な
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ル
マ
ン
社
は
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
フ
ロ
リ
ダ
州
裁
判
所
に
従
っ
て
、
関
係
す
る
電
子
メ
ー
ル
に
つ
い
て
強
制
的
開
示
申
立
て
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
開
示
は
「
少
な
く
と
も
数
十
万
ド
ル
も
か
か
り
、
完
了
す
る
の
に
数
ヶ
月
も
要
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
シ
ス
テ
ム
の
復
元
を
強
要
し
、
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
応
え
た
。
他
方
、
コ
ー
ル
マ
ン
社
は
第
三
者
に
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
電
子
メ
ー
ル
を
検
索
さ
せ
る
許
可
を
裁
判
所
に
要
求
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
の
費
用
負
担
で
電
子
メ
ー
ル
を
復
元
す
る
た
め
に
相
互
の
電
子
メ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
手
続
の
間
、
国
中
に
あ
る
情
報
保
管
倉
庫
に
納
め
ら
れ
た
何
千
件
も
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
常
軌
を
超
え
る
量
の
文
書
を
収
集
し
、
検
討
し
、
そ
し
て
提
出
す
る
の
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二
四
に
は
相
当
な
手
間
が
か
か
り
、
求
め
ら
れ
た
電
子
メ
ー
ル
の
検
索
だ
け
で
も
巨
額
の
費
用
が
か
か
る
と
開
示
そ
の
も
の
に
反
対
し
た
。
し
か
も
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
問
題
と
な
っ
た
期
間
に
つ
い
て
の
関
連
あ
る
電
子
メ
ー
ル
を
取
り
出
す
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
は
存
在
し
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
提
案
は
無
益
だ
と
強
く
主
張
し
続
け
た
。
裁
判
所
は
二
〇
〇
四
年
四
月
に
以
下
の
よ
う
な
命
令
を
出
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
サ
ン
ビ
ー
ム
社
と
の
取
引
に
関
与
し
た
三
十
六
人
の
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
従
業
員
各
々
に
対
し
て
、
最
も
古
い
完
全
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
に
つ
い
て
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
検
索
を
開
始
す
る
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
、
一
九
九
八
年
二
月
一
五
日
か
ら
一
九
九
八
年
四
月
一
五
日
ま
で
の
日
付
の
入
っ
て
い
る
電
子
メ
ー
ル
の
検
索
、
お
よ
び
日
付
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、「
サ
ン
ビ
ー
ム
」
と
「
コ
ー
ル
マ
ン
」
と
い
っ
た
二
十
九
個
の
特
定
さ
れ
た
用
語
の
い
ず
れ
か
を
含
ん
で
い
る
電
子
メ
ー
ル
の
検
索
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
四
日
ま
で
に
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
文
書
要
求
に
応
え
る
す
べ
て
の
非
特
権
化
さ
れ
た
電
子
メ
ー
ル
を
提
出
す
る
こ
と
、
そ
し
て
第
四
に
、
容
易
な
ア
ク
セ
ス
の
為
に
コ
ー
ル
マ
ン
に
特
権
的
ロ
グ
を
あ
た
え
る
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
合
意
命
令
の
完
全
な
遵
守
を
保
証
す
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
(
)
。
そ
こ
で
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
二
〇
〇
四
年
五
月
に
、
追
加
分
の
一
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
電
子
メ
ー
ル
を
提
出
し
、
裁
判
所
の
合
意
命
令
の
遵
守
を
保
証
し
た
。
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
二
三
日
付
け
の
命
令
の
脚
注
（

）
に
お
い
て
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
保
存
用
デ
ー
タ
に
対
す
る
検
索
は
迅
速
に
、
ま
た
安
価
に
で
き
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
ら
に
は
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
言
う
よ
う
な
「
数
十
万
ド
ル
」
も
の
費
用
を
要
し
な
い
し
、
ま
た
、「
数
ヶ
月
も
か
か
る
」
こ
と
も
な
い
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
裁
判
所
は
命
令
の
脚
注
（

）
で
、「
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
企
業
内
弁
護
士
を
含
む
社
員
ら
は
、
そ
の
と
き
に
、
法
的
遵
守
の
証
明
が
虚
偽
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。」
と
述
べ
た
。
(
)
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一
二
五
二
〇
〇
四
年
一
一
月
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
社
外
弁
護
士
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
別
な
電
子
メ
ー
ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
を
発
見
し
て
お
り
、
そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
の
復
元
は
月
内
に
完
了
で
き
る
と
推
定
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
合
意
命
令
で
必
要
と
さ
れ
た
検
索
は
再
実
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
〇
〇
五
年
一
月
二
一
日
の
書
簡
に
お
い
て
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
弁
護
士
は
、「
発
見
し
た
テ
ー
プ
は
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
（
中
身
）
に
関
し
て
は
っ
き
り
と
分
類
さ
れ
て
お
ら
ず
、
電
子
メ
ー
ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
が
慣
習
的
に
保
存
さ
れ
た
場
所
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
テ
ー
プ
の
多
く
は
、
他
の
電
子
メ
ー
ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
よ
り
異
な
る
形
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
。」
と
説
明
し
た
。
(
)
し
か
し
、
裁
判
所
に
よ
る
と
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
弁
護
士
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
二
一
日
の
書
簡
で
「
今
ま
で
は
、
通
常
の
時
間
遅
延
の
戦
略
に
従
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
た
。
事
実
審
理
は
二
〇
〇
五
年
二
月
か
ら
始
ま
る
予
定
だ
っ
た
。
（

）
判
決
と
理
由
二
〇
〇
五
年
三
月
一
日
、
裁
判
所
は
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
濫
用
に
基
づ
き
、
以
下
の
諸
事
実
を
理
由
と
し
て
、
陪
審
に
対
す
る
「
不
利
益
推
定
説
示
命
令
」
を
出
し
た
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
二
〇
〇
四
年
五
月
六
日
以
前
の
時
点
で
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
、
一
四
二
三
件
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
に
つ
い
て
の
認
識
を
示
さ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
一
九
九
八
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
電
子
メ
ー
ル
を
含
む
七
三
八
本
の
八
ミ
リ
サ
イ
ズ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
を
二
〇
〇
二
年
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
開
示
し
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
五
月
に
提
出
を
完
了
す
る
な
か
で
検
索
す
る
こ
と
の
で
き
た
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ヴ(
ar-
ch
iv
e,
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
、
複
数
の
フ
ァ
イ
ル
を
一
つ
に
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル
の
こ
と
。）
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
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一
二
六
を
含
む
こ
れ
ら
の
テ
ー
プ
の
一
連
の
処
理
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
。
第
三
に
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
・
シ
ス
テ
ム
で
調
査
さ
れ
て
な
い
デ
ー
タ
が
存
在
し
た
こ
と
。
第
四
に
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に
お
け
る
一
六
九
本
の
Ｄ
Ｌ
Ｔ
テ
ー
プ
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
第
五
に
、
二
〇
〇
五
年
二
月
一
一
日
お
よ
び
一
二
日
に
お
け
る
二
百
件
以
上
の
追
加
さ
れ
た
テ
ー
プ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
な
い
こ
と
。
第
六
に
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
応
答
す
べ
き
電
子
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
す
る
こ
と
を
妨
げ
た
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
企
業
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
ス
ク
リ
プ
ト
」
エ
ラ
ー
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
欠
如
が
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
最
後
に
、「
ス
ク
リ
プ
ト
」
エ
ラ
ー
に
つ
い
て
の
二
〇
〇
五
年
二
月
一
三
日
の
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、L
o
tu
s
N
o
te
s
ソ
フ
ト
の
利
用
者
か
ら
の
電
子
メ
ー
ル
を
収
集
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
が
少
な
く
と
も
七
千
件
の
追
加
的
な
電
子
メ
ー
ル
を
生
み
出
し
た
た
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
合
意
命
令
の
も
と
で
応
答
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
応
答
と
特
権
に
つ
い
て
は
不
完
全
に
し
か
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
(
)
二
〇
〇
五
年
三
月
一
日
に
決
定
さ
れ
た
不
利
益
推
定
説
示
命
令
は
、
陪
審
に
対
し
て
、
本
件
容
疑
に
つ
い
て
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
補
助
し
、
幇
助
し
、
共
謀
し
た
と
い
う
要
素
に
関
す
る
反
証
責
任
を
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
に
転
嫁
す
る
こ
と
、
及
び
電
子
メ
ー
ル
を
隠
匿
し
た
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
取
組
み
に
関
し
て
そ
の
罪
の
意
識
に
関
す
る
説
明
と
、
さ
ら
に
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
適
切
さ
に
触
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
二
三
日
の
制
裁
命
令
に
お
い
て
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
、
追
加
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
方
法
、
日
時
、
そ
の
理
由
、
さ
ら
に
、
提
出
物
の
準
備
が
整
っ
た
時
期
、
及
び
そ
の
情
報
の
提
供
意
思
に
つ
い
て
明
確
に
な
っ
た
こ
と
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
二
千
本
以
上
の
テ
ー
プ
を
発
見
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
年
五
月
の
提
出
よ
り
前
に
は
そ
れ
に
対
す
る
検
索
は
一
切
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
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二
七
て
陪
審
に
説
示
し
た
。
そ
し
て
、「
電
子
メ
ー
ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
が
慣
習
的
に
保
存
さ
れ
た
場
所
に
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
言
い
分
は
虚
偽
で
あ
る
と
し
た
。
裁
判
所
は
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
、
一
番
古
く
、
し
か
も
完
全
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
を
誠
実
に
捜
す
努
力
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
法
的
遵
守
の
証
明
書
は
虚
偽
だ
っ
た
と
い
う
結
論
を
下
し
た
。
(
)
ま
た
、
裁
判
所
に
よ
る
と
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
、
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
の
厳
し
い
調
査
か
ら
「
電
子
メ
ー
ル
を
必
死
に
隠
し
た
」
と
し
た
。
(
)
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
裁
判
所
は
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
「
過
去
の
電
子
メ
ー
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
存
在
を
認
め
た
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
裁
判
所
に
お
こ
な
っ
て
い
た
虚
偽
の
説
明
、
そ
し
て
コ
ー
ル
マ
ン
に
合
意
命
令
に
入
る
こ
と
に
同
意
さ
せ
よ
う
と
策
略
し
た
こ
と
を
露
呈
す
る
だ
ろ
う
」
と
し
た
。
(
)
裁
判
所
は
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
「
不
法
な
行
為
は
、
相
変
わ
ら
ず
続
け
ら
れ
て
い
る
」
と
示
唆
す
る
二
〇
〇
五
年
二
月
の
聴
聞
会
以
来
、
明
る
み
に
出
た
二
十
三
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
の
項
目
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
ま
で
は
調
査
さ
れ
て
な
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
の
存
在
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
法
務
部
の
事
務
局
長
の
言
明
に
つ
い
て
触
れ
た
。
裁
判
所
に
よ
る
と
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
そ
の
言
明
を
通
し
て
、
当
年
の
一
〇
月
以
前
に
は
、
法
務
部
の
誰
も
追
加
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
の
存
在
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
推
定
を
お
こ
な
う
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
局
長
お
よ
び
そ
の
事
務
局
長
の
上
司
は
二
〇
〇
四
年
六
月
七
日
ま
で
に
追
加
的
な
テ
ー
プ
の
存
在
に
つ
い
て
は
知
悉
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
裁
判
所
は
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
「
多
数
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
命
令
を
、
故
意
に
、
そ
し
て
反
抗
的
に
違
反
し
た
」
と
の
結
論
を
下
し
た
。
二
〇
〇
五
年
二
月
一
四
日
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
不
利
益
推
定
説
示
の
申
立
て
に
関
す
る
審
理
で
、
裁
判
所
は
、｢(
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一
二
八
ン
レ
ー
が
）
そ
の
違
反
行
為
に
つ
い
て
の
情
報
を
隠
し
、
合
意
命
令
の
遵
守
に
関
す
る
問
題
へ
の
言
及
を
回
避
す
る
た
め
に
証
人
を
指
導
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
」
と
し
た
。
裁
判
所
に
よ
る
と
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
で
は
、
そ
の
「
弁
護
士
ば
か
り
で
な
く
、
従
業
員
た
ち
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
濫
用
に
加
担
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
(
)
裁
判
所
は
、「
私
た
ち
の
司
法
制
度
は
こ
の
よ
う
に
機
能
し
て
は
い
け
な
い
」
(
)
と
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
失
態
に
よ
り
、
た
と
え
全
て
の
電
子
メ
ー
ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
が
現
在
保
管
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
そ
れ
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
ず
、
期
限
内
に
検
索
を
完
了
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
応
答
の
全
て
に
対
す
る
疑
い
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
。
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
電
子
メ
ー
ル
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
、
全
米
証
券
業
者
協
会
は
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
九
日
に
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
、
そ
の
仲
裁
の
申
立
者
と
仲
裁
人
に
電
子
メ
ー
ル
を
提
供
せ
ず
、
百
万
通
も
の
会
社
所
有
の
電
子
メ
ー
ル
文
書
を
、
会
社
の
電
子
メ
ー
ル
・
サ
ー
バ
ー
の
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
誤
っ
て
送
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
ら
は
、
あ
の
九
月
一
一
日
の
テ
ロ
攻
撃
中
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
の
説
明
を
受
け
て
い
た
と
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
存
在
す
る
文
書
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
か
ら
復
元
で
き
て
い
た
何
百
万
も
の
電
子
メ
ー
ル
の
文
書
を
所
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
社
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
を
書
き
直
し
続
け
、
そ
の
挙
句
数
年
後
、
そ
の
復
元
さ
れ
て
い
た
文
書
は
破
棄
さ
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
と
全
米
証
券
業
者
協
会
は
述
べ
た
。
(
)
（

）
ま
と
め
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
対
応
の
問
題
点
は
、
関
連
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
徹
底
的
に
検
索
及
び
提
出
し
た
と
い
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一
二
九
う
裁
判
所
に
対
す
る
自
ら
の
従
来
の
（
虚
偽
の
）
説
明
を
取
り
下
げ
、
し
か
も
、
同
時
期
に
行
わ
れ
た
証
券
取
引
委
員
会
調
査
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
電
子
メ
ー
ル
保
存
ル
ー
ル
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
る
に
及
ん
で
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
(
)
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
特
定
の
電
子
メ
ー
ル
を
保
管
、
ま
た
は
保
存
し
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
ら
が
存
在
す
る
の
に
検
索
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
、
事
実
審
裁
判
所
は
、
原
告
の
詐
欺
の
申
立
て
に
対
し
て
陪
審
に
不
利
益
推
定
説
示
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
期
限
内
に
、
関
連
し
た
デ
ー
タ
を
手
早
く
識
別
す
る
こ
と
や
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
に
電
子
メ
ー
ル
を
保
存
す
る
方
法
に
つ
い
て
問
題
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
と
そ
の
弁
護
士
は
、
生
じ
た
問
題
の
性
質
を
裁
判
所
と
コ
ー
ル
マ
ン
に
正
直
に
説
明
す
る
法
的
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
、
状
況
を
誤
っ
て
述
べ
て
い
た
こ
と
に
裁
判
所
は
気
付
い
た
。
(
)
そ
の
結
果
、
事
実
審
理
の
二
週
間
前
に
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
弁
護
士
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
「
今
回
限
り
の
」(
p
ro
h
ac
v
ice
）
と
さ
れ
た
地
位
を
も
否
定
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
陪
審
は
、
填
補
的
損
害
賠
償
と
し
て
六
億
四
百
万
ド
ル
、
お
よ
び
懲
罰
的
損
害
賠
償
と
し
て
八
億
五
千
万
ド
ル
を
裁
定
し
た
。
(
)
こ
の
よ
う
な
不
注
意
な
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
へ
の
対
応
や
、
意
図
的
な
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
妨
害
に
関
し
て
、
他
の
裁
判
所
で
も
厳
し
い
態
度
が
示
さ
れ
て
き
た
。
(
)
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
破
棄
に
対
す
る
制
裁
を
裁
定
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
「
意
図(
in
te
n
tio
n)
」
の
有
無
や
そ
の
程
度
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、
裁
判
管
轄
ご
と
に
判
断
は
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
Ｎ
Ｙ
Ｌ
証
券
会
社
の
非
訟
事
件
に
お
い
て
、
被
告
が
、
会
社
再
建
の
あ
と
承
継
会
社
が
関
連
す
る
電
子
メ
ー
ル
を
保
存
し
て
い
た
と
い
う
推
定
に
関
連
す
る
法
的
保
持
の
通
知
状
（re
m
in
d
e
rs
o
f
a
le
g
al
h
o
ld
n
o
tice
）
を
送
付
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
五
十
七
人
の
関
連
従
業
員
の
う
ち
わ
ず
か
十
三
人
分
の
電
子
メ
ー
ル
の
提
出
し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
当
事
者
が
不
注
意
に
電
子
的
証
拠
を
破
棄
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
重
過
失
を
認
定
し
、
そ
れ
に
対
し
て
金
銭
的
お
よ
び
他
の
制
裁
を
課
す
こ
と
に
は
正
当
性
が
あ
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る
と
し
た
。
(
)
こ
の
事
件
で
は
、
被
告
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
そ
の
サ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
の
適
時
の
検
査
を
被
告
側
代
理
人
弁
護
士
が
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
二
百
箱
以
上
に
も
及
ぶ
関
連
し
た
文
書
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
遅
延
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
(
)
何
万
件
も
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
を
含
ん
だ
コ
ー
ル
マ
ン
事
件
と
は
異
な
っ
て
、
多
く
の
事
件
は
、
し
ば
し
ば
比
較
的
少
な
い
数
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
に
納
め
ら
れ
る
電
子
メ
ー
ル
お
よ
び
他
の
電
子
デ
ー
タ
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
紙
ベ
ー
ス
の
提
出
物
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
は
異
な
っ
て
、
明
ら
か
に
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
電
子
テ
ー
プ
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
だ
け
で
も
相
当
な
時
間
を
要
し
、
ま
た
発
生
す
る
費
用
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
(
)
②
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
費
用
負
担
と
不
誠
実
対
応
の
問
題
―Z
u
b
u
lak
e
v
.
U
B
S
W
arb
u
rg
L
L
C
,
2
1
7
F
.R
.D
.
3
0
9
(
S
.D
.N
.Y
.
2
0
0
3)
.
Z
u
b
u
lak
e
（
以
下
、｢
ズ
ブ
レ
イ
ク
」
と
す
る
。）
対
Ｕ
Ｂ
Ｓ
事
件
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
地
区
地
方
裁
判
所
で
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
審
理
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
二
〇
〇
六
年
改
正
以
前
に
な
さ
れ
た
が
、
事
件
を
統
轄
し
たS
h
ira
S
ch
e
in
d
lin
判
事
は
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
分
野
で
一
連
の
画
期
的
な
意
見
を
出
し
た
。
こ
の
判
決
は
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
分
野
で
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
過
程
で
生
じ
た
争
点
ご
と
にZ
u
b
u
lak
e
I,
Z
u
b
u
lak
e
III,
Z
u
b
u
lak
e
IV
そ
し
てZ
u
b
u
lak
e
V
と
し
て
分
け
ら
れ
て
い
る
。
(
)
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（

）
事
実
の
概
要
二
〇
〇
二
年
二
月
、
原
告
で
あ
る
ズ
ブ
レ
イ
ク
は
、
性
差
に
よ
る
差
別
、
昇
進
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
雇
用
者
に
よ
る
報
復
の
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
、
彼
女
の
雇
用
主
で
あ
る
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
対
す
る
雇
用
差
別
訴
訟
を
提
起
し
た
。
(
)
原
告
の
ズ
ブ
レ
イ
ク
は
、
重
要
な
証
拠
は
、
被
告
で
あ
る
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
従
業
者
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
電
子
メ
ー
ル
に
存
在
す
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
被
告
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
社
は
、
最
初
に
約
百
ペ
ー
ジ
の
電
子
メ
ー
ル
を
含
む
、
約
三
五
〇
ペ
ー
ジ
の
文
書
を
提
出
し
、
そ
の
文
書
提
出
物
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
す
べ
て
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
告
自
身
が
提
出
し
た
電
子
メ
ー
ル
は
約
四
五
〇
ペ
ー
ジ
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
原
告
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
対
し
て
全
て
の
電
子
メ
ー
ル
を
含
む
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
と
そ
の
他
の
保
管
用
フ
ァ
イ
ル
に
存
在
す
る
文
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
原
告
の
行
っ
た
証
言
録
取
、
お
よ
び
そ
の
他
の
矛
盾
点
か
ら
、
被
告
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
に
つ
い
て
は
一
度
も
検
索
し
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
(
)
こ
の
点
に
つ
い
て
、
被
告
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
の
検
索
作
業
に
は
過
度
の
手
間
と
費
用
を
要
す
る
と
し
、
後
述
のR
o
w
e
事
件
判
決
を
引
用
し
て
、
(
)
文
書
検
索
と
文
書
提
出
に
要
す
る
費
用
を
原
告
に
転
嫁
す
る
こ
と
を
裁
判
所
に
求
め
た
。
裁
判
所
は
、
文
書
の
提
出
が
過
度
に
負
担
と
な
る
か
、
ま
た
は
高
額
に
な
る
か
ど
う
か
は
、「
も
っ
ぱ
ら
記
憶
媒
体
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
不
可
能
な
状
態
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
」
と
述
べ
た
(
)
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
は
、
記
憶
媒
体
へ
の
こ
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
と
い
う
争
点
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
の
状
態
次
第
で
あ
る
と
結
論
づ
け
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
に
関
係
す
る
電
子
保
存
場
所
と
し
て
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
、
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ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ

光
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
ニ
ア
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ

磁
気
テ
ー
プ
な
ど
の
オ
フ
ラ
イ
ン
の
保
管
装
置

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ

潰
さ
れ
、
消
去
さ
れ
、
そ
し
て
壊
れ
た
デ
ー
タ
、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
後
の
二
つ
は
、
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
も
の
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
直
ち
に
検
索
利
用
が
で
き
な
い
た
め
、
費
用
負
担
の
転
換
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
し
た
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
は
、R
o
w
e
判
決
で
示
さ
れ
た
八
つ
の
要
因
に
つ
い
て
詳
細
に
議
論
を
加
え
た
上
で
、
そ
れ
ら
は
修
正
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
と
し
、
新
た
に
七
つ
の
要
因
テ
ス
ト
を
示
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
一
関
連
情
報
を
発
見
す
る
要
求
の
範
囲
二
他
の
情
報
源
か
ら
の
情
報
の
取
得
可
能
性
三
紛
争
の
訴
額
と
比
較
し
た
文
書
提
出
の
全
費
用
四
当
事
者
双
方
が
利
用
で
き
る
財
源
と
比
較
し
た
文
書
提
出
の
全
費
用
五
費
用
を
管
理
し
、
そ
れ
を
お
こ
な
う
各
当
事
者
の
相
対
的
な
能
力
六
訴
訟
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
争
点
の
重
要
性
、
そ
し
て
七
情
報
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
の
当
事
者
に
対
す
る
相
対
的
な
利
益
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
の
中
身
を
検
討
し
た
あ
と
、
費
用
転
嫁
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
被
告
に
対
し
て
原
告
が
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択
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
、
サ
ー
バ
ー
お
よ
び
五
つ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
に
存
在
し
て
い
る
す
べ
て
の
電
子
メ
ー
ル
の
返
信
を
被
告
の
費
用
負
担
に
よ
っ
て
提
出
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
残
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
子
メ
ー
ル
に
つ
い
て
の
費
用
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
サ
ン
プ
ル
の
復
元
の
結
果
を
み
て
両
当
事
者
に
相
互
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
被
告
は
、
こ
の
復
元
作
業
の
た
め
に
約
一
万
九
〇
〇
三
ド
ル
を
負
担
し
た
が
、
最
初
に
被
告
が
原
告
に
負
担
さ
せ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
た
見
積
費
用
は
、
弁
護
士
お
よ
び
弁
護
士
補
助
員
に
よ
る
検
討
費
用
を
含
み
、
二
七
万
三
六
四
九
ド
ル
も
の
高
額
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
、
七
つ
の
要
因
テ
ス
ト
を
適
用
し
た
後
、
原
告
は
、
弁
護
士
補
助
員
の
検
討
費
用
を
除
外
し
、
復
元
お
よ
び
検
索
費
用
の
二
十
五
％
を
計
上
す
べ
き
だ
と
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
文
書
の
復
元
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
間
、
裁
判
所
の
以
前
の
意
見
（Z
u
b
alak
e
I
お
よ
びIII
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
原
告
は
い
く
つ
か
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
が
も
は
や
利
用
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
原
告
は
ま
た
、
最
初
に
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
電
子
メ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
削
除
さ
れ
、
ま
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
上
で
の
み
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
状
態
の
後
に
も
、
訴
訟
に
関
連
す
る
電
子
メ
ー
ル
自
体
が
作
成
さ
れ
て
い
た
と
結
論
付
け
た
。
そ
の
た
め
原
告
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
の
残
り
を
復
元
す
る
全
て
の
費
用
の
支
払
い
を
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
求
め
る
命
令
を
裁
判
所
に
求
め
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
対
す
る
不
利
益
推
定
説
示
と
証
拠
隠
滅
に
よ
っ
て
再
び
関
係
人
を
証
言
録
取
す
る
た
め
の
費
用
負
担
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、｢
被
告
は
将
来
の
訴
訟
に
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
知
っ
た
時
か
ら
証
拠
を
保
存
す
る
義
務
が
あ
る｣
、
と
判
断
し
た
。
裁
判
所
は
、
原
告
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
て
い
る
費
用
を
補
填
す
る
よ
う
被
告
に
命
令
し
た
。
(
)
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
）
判
決
と
理
由
Z
u
b
u
lak
e
V
で
は
、
裁
判
所
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
関
連
し
た
デ
ー
タ
を
保
存
し
、
ま
た
提
出
で
き
る
よ
う
に
保
証
す
る
た
め
の
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
制
裁
を
求
め
た
原
告
の
申
立
て
を
認
め
、
さ
ら
に
、Z
u
b
alak
e
IV
で
求
め
ら
れ
た
不
利
益
推
定
説
示
が
与
え
ら
れ
る
と
決
定
し
た
。
裁
判
所
は
ま
た
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
電
子
メ
ー
ル
の
提
出
を
遅
延
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
必
要
を
迫
ら
れ
た
原
告
の
証
言
録
取
や
再
証
言
録
取
の
費
用
を
被
告
が
支
払
う
責
任
が
あ
る
と
し
て
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
申
立
て
の
費
用
を
原
告
に
補
償
す
る
よ
う
に
決
定
を
下
し
た
。
原
告
の
ズ
ブ
レ
イ
ク
は
、
最
初
の
文
書
要
求
の
か
な
り
後
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
が
削
除
し
た
と
主
張
し
て
い
る
電
子
メ
ー
ル
の
い
く
つ
か
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
こ
と
で
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
原
告
に
対
し
て
損
害
を
与
え
た
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
原
告
は
、
事
件
に
関
連
す
る
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
従
業
員
間
の
電
子
メ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
主
要
な
幹
部
職
員
間
で
交
換
さ
れ
た
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
全
く
復
元
で
き
な
か
っ
た
と
し
た
。
そ
こ
で
裁
判
所
は
、
被
告
側
の
弁
護
士
が
関
連
す
る
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
情
報
を
予
め
検
索
し
、
保
存
す
る
と
い
う
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
た
め
、
一
部
分
で
文
書
の
破
棄
の
原
因
を
生
じ
た
こ
と
に
責
任
が
あ
る
と
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
訴
訟
に
お
け
る
弁
護
士
の
役
割
に
触
れ
、「
弁
護
士
は
（
依
頼
者
が
）
発
見
で
き
る
情
報
の
全
て
の
情
報
源
が
特
定
さ
れ
、
検
索
さ
れ
る
よ
う
に
法
令
遵
守
を
見
守
る
肯
定
的
対
応
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
裁
判
所
は
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
は
弁
護
士
に
す
べ
て
の
関
連
す
る
文
書
を
発
見
さ
せ
、
保
持
し
、
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
裁
判
所
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
管
理
に
つ
い
て
訴
訟
当
事
者
は
重
要
な
デ
ー
タ
を
保
持
し
、
文
書
保
存
メ
デ
ィ
ア
を
安
全
保
護
し
た
状
態
で
関
連
す
る
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
唆
し
た
。
(
)
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最
後
に
、
裁
判
所
は
、
被
告
が
関
連
す
る
情
報
を
故
意
に
破
壊
す
る
な
ど
し
て
、
裁
判
所
の
指
示
を
守
ら
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
対
す
る
不
利
益
推
定
説
示
が
命
じ
ら
れ
た
。
陪
審
に
対
す
る
最
終
的
な
説
示
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
陪
審
員
に
対
し
て
「
も
し
あ
な
た
た
ち
が
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
こ
れ
ら
の
証
拠
提
出
が
可
能
だ
っ
た
と
判
断
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
は
係
争
中
の
事
件
に
お
い
て
事
実
を
決
定
す
る
際
の
材
料
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
あ
な
た
た
ち
が
認
め
る
な
ら
ば
、
証
拠
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
と
っ
て
非
常
に
不
都
合
な
も
の
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
説
示
を
お
こ
な
っ
た
(
)
。
裁
判
所
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
原
告
に
追
加
さ
れ
た
再
証
言
録
取
と
弁
護
士
費
用
を
含
む
申
立
て
の
費
用
の
返
済
に
対
す
る
金
銭
上
の
制
裁
を
加
え
た
。
結
果
と
し
て
陪
審
は
、
補
償
お
よ
び
懲
罰
的
な
裁
定
を
与
え
る
要
求
に
関
し
て
ズ
ブ
レ
イ
ク
の
意
見
に
賛
成
す
る
評
決
を
下
し
た
。
（

）
ま
と
め
本
判
決
は
、
利
害
関
係
者
間
の
関
連
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
形
式
で
利
用
で
き
た
と
し
て
、
電
子
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
の
法
的
及
び
技
術
的
解
釈
の
両
方
に
関
し
て
重
要
な
手
続
的
課
題
を
提
示
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
挙
げ
ら
れ
た
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
訴
訟
中
に
デ
ジ
タ
ル
証
拠
を
保
存
す
る
た
め
に
課
さ
れ
る
当
事
者
の
義
務
の
範
囲
、
②
電
子
デ
ー
タ
の
保
存
お
よ
び
（
訴
訟
を
維
持
す
る
た
め
の
）
同
デ
ー
タ
の
提
出
に
つ
い
て
の
依
頼
人
の
法
令
遵
守
を
監
視
す
る
弁
護
士
の
義
務
、
③
デ
ー
タ
の
摘
出
、
す
な
わ
ち
復
元
す
る
費
用
と
有
効
性
に
つ
い
て
の
知
識
、
④
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
メ
デ
ィ
ア
（
例
え
ば
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）
を
復
元
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
当
事
者
に
費
用
負
担
を
課
す
こ
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と
、
お
よ
び
、
⑤
デ
ジ
タ
ル
証
拠
の
意
図
的
な
破
棄
に
対
し
て
制
裁
を
課
す
こ
と
、
で
あ
る
。
Z
u
b
u
lak
e
I
事
件
で
は
、
ま
ず
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
を
復
元
し
、
関
連
す
る
電
子
メ
ー
ル
の
検
索
費
用
を
ど
の
よ
う
に
当
事
者
に
負
担
さ
せ
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
こ
の
判
決
を
書
い
たS
ch
e
in
d
lin
裁
判
官
は
、
被
告
に
費
用
負
担
を
さ
せ
る
か
ど
う
か
、
お
よ
び
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
のR
o
w
e
事
件
の
要
因
を
修
正
し
、
新
し
く
七
つ
の
要
因
テ
ス
ト
を
示
し
、
特
に
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
か
ら
関
連
し
た
電
子
メ
ー
ル
を
検
索
す
る
費
用
の
七
十
五
％
に
つ
い
て
負
担
す
る
の
が
妥
当
だ
と
し
た
。
(
)
Z
u
b
u
lak
e
III
事
件
で
は
、
原
告
の
申
立
て
に
よ
っ
て
「
合
理
的
に
予
想
で
き
る
」
場
合
に
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
は
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
保
存
す
る
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
た
。Z
u
b
u
lak
e
III
事
件
決
定
に
基
づ
い
て
、S
ch
e
in
d
lin
裁
判
官
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
Ｅ
Ｓ
Ｉ
保
存
義
務
は
、
申
立
て
が
な
さ
れ
る
以
前
の
二
〇
〇
一
年
に
す
で
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
と
し
た
。
そ
の
時
点
で
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
上
司
は
、
原
告
が
訴
訟
を
開
始
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
懸
念
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
、
原
告
に
関
す
る
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
被
告
の
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
権
に
よ
っ
て
保
護
で
き
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
、
弁
護
士
か
ら
の
法
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
含
ま
な
か
っ
た
り
、
そ
れ
に
言
及
し
て
い
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
弁
護
士
を
巻
き
込
ま
な
い
情
報
さ
え
含
ま
れ
て
い
た
。
(
)
し
た
が
っ
てS
ch
e
in
d
lin
裁
判
官
は
、
原
告
が
申
立
て
を
提
起
す
る
以
前
か
ら
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
こ
の
よ
う
な
訴
訟
を
予
想
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
関
連
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
保
存
し
て
お
く
義
務
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
と
し
た
。(
原
告
の
申
立
て
が
提
起
さ
れ
た
後
に
、
被
告
の
一
通
の
特
定
の
電
子
メ
ー
ル
が
削
除
さ
れ
、
そ
れ
が
状
況
証
拠
か
ら
原
告
ズ
ブ
レ
イ
ク
に
つ
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い
て
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。）
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
の
い
く
つ
か
を
復
元
を
し
た
が
、
原
告
は
、
特
定
の
電
子
メ
ー
ル
が
被
告
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
何
年
も
後
に
な
っ
て
Ｅ
Ｓ
Ｉ
が
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
(
)
こ
の
よ
う
な
事
実
に
基
づ
い
て
、
裁
判
所
は
不
利
益
推
定
説
示
を
陪
審
に
与
え
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
は
保
存
義
務
が
あ
っ
た
の
に
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
特
定
の
電
子
メ
ー
ル
を
削
除
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
削
除
さ
れ
た
情
報
が
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
不
利
益
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
説
示
さ
れ
た
。
通
常
、
不
利
益
推
定
説
示
を
与
え
る
こ
と
は
、
和
解
ま
た
は
訴
訟
の
終
結
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
が
、
当
事
者
は
和
解
せ
ず
、
事
実
審
理
を
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
原
告
の
九
百
万
ド
ル
の
填
補
的
損
害
賠
償
の
要
求
に
対
し
て
、
陪
審
は
評
決
で
原
告
ズ
ブ
レ
イ
ク
に
二
九
二
〇
万
ド
ル
の
賠
償
を
与
え
た
。
そ
の
よ
う
な
差
額
が
生
じ
た
の
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
保
存
し
な
か
っ
た
と
陪
審
が
み
な
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
(
)
(
)
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
改
正
に
つ
い
て
の
詳
し
い
論
考
と
し
て
は
、
吉
田
大
助
「
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
す
る
米
国
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
改
正
」
国
際
商
事
法
務
三
四
巻
一
一
号
一
四
一
二
頁(
二
〇
〇
七
年)
、
ま
た
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
導
入
過
程
に
つ
い
て
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ー
カ
ス
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
そ
れ
を
詳
し
く
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
藤
本
利
一
「
米
国
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
お
け
る
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
規
定
の
導
入
と
そ
の
現
状
」
阪
大
法
学
五
九
巻
三
・
四
号
七
〇
三
頁
（
二
〇
〇
九
年)
、
さ
ら
に
、
ケ
ネ
ス
Ｎ
・
ラ
シ
ュ
バ
ウ
ム
、
菊
池
毅
「
米
国
民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
開
示
と
電
子
情
報
（
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
）
の
実
務
に
つ
い
て
」
国
際
商
事
法
務
三
八
巻
一
〇
号
一
三
四
〇－
四
九
頁
（
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
本
稿
も
こ
れ
ら
の
論
文
を
参
照
し
た
。
(
)
R
u
le
3
4
.
P
ro
d
u
cin
g
D
o
cu
m
e
n
ts,
E
le
ctro
n
ically
S
to
re
d
In
fo
rm
atio
n
,
an
d
T
an
g
ib
le
T
h
in
g
s,
o
r
E
n
te
rin
g
o
n
to
L
an
d
,
fo
r
In
sp
e
ctio
n
an
d
O
th
e
r
P
u
rp
o
se
s
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(
b)
P
ro
ce
d
u
re
.
(
1)
C
o
n
te
n
ts
o
f
th
e
R
e
q
u
e
st.
(
2)
R
e
sp
o
n
se
s
an
d
O
b
je
ctio
n
s.
R
u
le
2
6
.
D
u
ty
to
D
isclo
se
;
G
e
n
e
ral
P
ro
v
isio
n
s
G
o
v
e
rn
in
g
D
isco
v
e
ry
(
b)
D
isco
v
e
ry
S
co
p
e
an
d
L
im
its.
(
2)
L
im
itatio
n
s
o
n
F
re
q
u
e
n
cy
an
d
E
x
te
n
t.
(
B
)
S
p
e
cific
L
im
itatio
n
s
o
n
E
le
ctro
n
ically
S
to
re
d
In
fo
rm
atio
n
.
A
p
arty
n
e
e
d
n
o
t
p
ro
v
id
e
d
isco
v
e
ry
o
f
e
le
c-
tro
n
ically
sto
re
d
in
fo
rm
atio
n
fro
m
so
u
rce
s
th
at
th
e
p
arty
id
e
n
tifie
s
as
n
o
t
re
aso
n
ab
ly
acce
ssib
le
b
e
cau
se
o
f
u
n
d
u
e
b
u
rd
e
n
o
r
co
st.
O
n
m
o
tio
n
to
co
m
p
e
l
d
isco
v
e
ry
o
r
fo
r
a
p
ro
te
ctiv
e
o
rd
e
r,
th
e
p
arty
fro
m
w
h
o
m
d
is-
co
v
e
ry
is
so
u
g
h
t
m
u
st
sh
o
w
th
at
th
e
in
fo
rm
atio
n
is
n
o
t
re
aso
n
ab
ly
acce
ssib
le
b
e
cau
se
o
f
u
n
d
u
e
b
u
rd
e
n
o
r
co
st.
If
th
at
sh
o
w
in
g
is
m
ad
e
,
th
e
co
u
rt
m
ay
n
o
n
e
th
e
le
ss
o
rd
e
r
d
isco
v
e
ry
fro
m
su
ch
so
u
rce
s
if
th
e
re
q
u
e
st-
in
g
p
arty
sh
o
w
s
g
o
o
d
cau
se
,
co
n
sid
e
rin
g
th
e
lim
itatio
n
s
o
f
R
u
le
2
6(
b)(
2)(
C
)
.
T
h
e
co
u
rt
m
ay
sp
e
cify
co
n
-
d
itio
n
s
fo
r
th
e
d
isco
v
e
ry
.
(
f)
C
o
n
fe
re
n
ce
o
f
th
e
P
artie
s
;
P
lan
n
in
g
fo
r
D
isco
v
e
ry
(
1)
C
o
n
fe
re
n
ce
T
im
in
g
.
(
2)
C
o
n
fe
re
n
ce
C
o
n
te
n
t;
P
artie
s’
R
e
sp
o
n
sib
ilitie
s.
(
3)
D
isco
v
e
ry
P
lan
.
(
4)
E
x
p
e
d
ite
d
S
ch
e
d
u
le
.
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R
u
le
3
7
.
F
ailu
re
to
M
ak
e
D
isclo
su
re
s
o
r
to
C
o
o
p
e
rate
in
D
isco
v
e
ry
;
S
an
ctio
n
s
(
f)
F
ailu
re
to
P
articip
ate
in
F
ram
in
g
a
D
isco
v
e
ry
P
lan
.
If
a
p
arty
o
r
its
atto
rn
e
y
fails
to
p
articip
ate
in
g
o
o
d
faith
in
b
ad
e
v
e
lo
p
in
g
an
d
su
b
m
ittin
g
a
p
ro
p
o
se
d
d
isco
v
e
ry
p
lan
as
re
q
u
ire
d
b
y
R
u
le
2
6(
f)
,
th
e
co
u
rt
m
ay
,
afte
r
g
iv
in
g
an
o
p
p
o
rtu
n
ity
to
b
e
h
e
ard
,
re
q
u
ire
th
at
p
arty
o
r
atto
rn
e
y
to
p
ay
to
an
y
o
th
e
r
p
arty
th
e
re
aso
n
ab
le
e
x
p
e
n
se
s,
in
clu
d
in
g
atto
rn
e
y
’s
fe
e
s,
cau
se
d
b
y
th
e
failu
re
.
(
)
F
e
d
.
R
.
C
iv
.
P
.
2
6(
f)
.
(
)
F
e
d
.
R
.
C
iv
.
P
.
3
4(
b)
.
こ
こ
で
い
う
「
合
理
的
に
使
用
可
能
」
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
、
に
つ
い
て
は
今
後
の
判
例
の
積
み
重
ね
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
裁
判
所
の
判
例
動
向
を
詳
し
く
分
析
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
(
)
F
e
d
.
R
.
C
iv
.
P
.
2
6(
b)
(
2)
(
B
)
.
S
ee
H
e
n
ry
S
.
N
o
y
e
s,
G
ood
C
a
u
se
Is
B
a
d
M
ed
icin
e
F
or
T
h
e
N
ew
E
-D
iscovery
R
u
les,
2
1
H
A
R
V
.
J.
L
A
W
&
T
E
C
4
9
(
2
0
0
7)
.
(
)
F
e
d
.
R
.
C
iv
.
P
.
3
4(
f)
.
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
三
七

に
基
づ
く
保
護
を
確
実
に
得
る
最
善
の
方
法
の
一
つ
は
、
係
争
中
の
ま
た
は
合
理
的
に
予
測
で
き
る
将
来
の
訴
訟
に
関
連
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
特
定
し
、
保
存
す
る
た
め
の
一
貫
性
の
あ
る
手
順
を
確
立
す
る
と
共
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
保
存
お
よ
び
定
期
的
な
デ
ー
タ
破
棄
に
関
す
る
厳
格
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
し
、
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
三
七

の
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
規
定
は
、
本
規
則
に
基
づ
く
制
裁
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
、
他
の
権
限
に
基
づ
く
制
裁
や
職
業
倫
理
規
定
に
基
づ
く
制
裁
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
(
)
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
紹
介
す
る
論
文
と
し
て
は
、
前
掲
注
（

）
の
吉
田
論
文
、
藤
本
論
文
の
ほ
か
に
、
眞
鍋
佳
奈
「
米
国
訴
訟
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
と
日
本
企
業
に
求
め
ら
れ
る
対
応
―
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
す
る
改
正
法
を
踏
ま
え
て
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
五
六
号
二
二
頁
（
二
〇
〇
七
年)
、L
ian
e
M
.
P
e
te
rso
n
,
M
ich
ae
l
D
.
K
am
in
sk
i,
K
e
n
n
e
th
E
.
K
ro
sin
事
務
局
（
訳
）｢
米
国
特
許
訴
訟
に
お
け
る
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
管
理
方
法
」A
IP
P
I
五
四
巻
一
〇
号
三
八
頁
（
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
特
に
日
本
企
業
に
対
す
る
法と政治 61巻 4号 (2011年 1月)
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説
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一
四
〇
実
務
上
有
効
な
論
文
と
し
て
、
一
色
太
郎
「
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
へ
の
効
果
的
対
応
―
コ
ス
ト
を
抑
え
た
効
率
的
な
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
お
こ
な
う
た
め
の
実
務
上
の
対
応
策
―
」
知
財
管
理
五
九
巻
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
一
色
論
文
は
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
実
務
上
の
見
地
か
ら
検
討
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
の
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
連
邦
証
拠
規
則
と
の
関
連
か
ら
検
討
し
て
い
る
浅
香
吉
幹
「
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
―
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六
条

項
、
連
邦
証
拠
規
則
五
〇
二
条
」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
九－
二
号
四
三
三
頁
（
二
〇
一
〇
年)
、
土
井
悦
生
｢
米
国
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
の
法
と
実
務
〜
米
国
民
事
訴
訟
に
お
け
る
開
示
手
続
〜
」
国
際
商
事
法
務
三
八
巻
一
〇
号
一
四
〇
五
頁
（
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
本
稿
も
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
参
照
し
た
が
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
も
っ
ぱ
ら
最
近
の
英
文
論
文
や
判
例
を
中
心
に
行
っ
た
。
(
)
C
o
le
m
an
H
o
ld
in
g
,
In
c.,
v
.
M
o
rg
an
S
tan
le
y
C
o
.,
2
0
0
5
E
x
tra
L
E
X
IS
9
4
,
8
(
F
la.
C
ir.
C
t.
M
a.
2
3
,
2
0
0
5)
.
S
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lso
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L
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R
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C
H
E
R
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S
H
A
W
N
N
A
C
H
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D
R
E
S
S
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E
D
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C
O
V
E
R
Y
P
L
A
IN
&
S
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P
L
E
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A
u
th
e
r
H
o
u
g
e
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2
0
0
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.
(
)
M
o
rg
an
S
tan
le
y
C
o
.,
2
0
0
5
E
x
tra
L
E
X
IS
at
6
.
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.
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(
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2
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.
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ra
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.
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()
Id
.
(
)
Id
.
(
)
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.
at
6
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.
(
)
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.
at
6
.
(
)
Id
.
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8
.
(
)
S
ee
Z
u
b
u
lak
e
v
.
U
B
S
W
arb
u
rg
L
L
C
,
2
1
7
F
.R
.D
.
3
0
9
(
S
.D
.N
.Y
.
2
0
0
3)
;
Z
u
b
u
lak
e
v
.
U
B
S
W
arb
u
rg
,
2
1
6
F
.R
.D
.
2
8
0
(
S
.D
.N
.Y
.
2
0
0
3)
;
Z
u
b
u
lak
e
v
.
U
B
S
W
arb
u
rg
,
2
2
0
F
.R
.D
.
2
1
2
(
S
.D
.N
.Y
.
2
0
0
3)
;
Z
u
b
u
lak
e
v
.
U
B
S
W
arb
u
rg
,
2
0
0
4
W
L
1
6
2
0
8
6
6
(
S
.D
.N
.Y
.
Ju
ly
2
0
,
2
0
0
4)
;
Z
u
b
u
lak
e
v
.
U
B
S
W
arb
u
rg
L
L
C
,
2
1
7
F
.R
.D
.
at
3
1
8
;
2
1
7
F
.R
.D
.
at
3
2
2
;
Z
u
b
u
lak
e
v
.
U
B
S
W
arb
u
rg
L
L
C
,
2
1
6
F
.R
.D
.
2
8
0
;
Z
u
b
u
lak
e
v
.
U
B
S
W
arb
u
rg
,
2
0
0
4
W
L
1
6
2
0
8
6
6
.
(
)
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a
lso
B
R
E
C
H
E
R
,
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p
ra
n
o
te
8
,
at
4
.
(
)
Id
.
(
	)
R
o
w
e
E
n
te
rtain
m
e
n
t
v
.
T
h
e
W
illiam
M
o
rris
A
g
e
n
cy
,
2
0
5
F
.R
.D
.
4
2
1
(
S
.D
.N
.Y
.
2
0
0
2)
.
本
件
の
原
告
は
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
主
催
者
で
あ
り
、
彼
は
、
被
告
に
よ
っ
て
差
別
的
で
反
競
争
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
手
続
に
従
事
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
市
場
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
、
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
原
告
は
、
と
く
に
コ
ン
サ
ー
ト
の
主
催
者
を
選
択
す
る
点
に
つ
い
て
、
お
よ
び
コ
ン
サ
ー
ト
主
催
者
の
選
択
、
関
連
し
た
市
場
シ
ェ
ア
な
ど
に
関
す
る
点
に
つ
い
て
、
被
告
た
ち
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
電
子
メ
ー
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
情
報
を
原
告
の
た
め
に
裁
判
所
が
「
徹
底
的
に
」
確
保
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
被
告
た
ち
は
、
要
求
さ
れ
た
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
デ
ー
タ
が
検
討
さ
れ
、
提
出
さ
れ
る
以
前
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
テ
ー
プ
に
存
在
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
提
出
は
不
当
な
費
用
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
保
護
命
令
の
申
立
て
を
し
た
。
そ
の
争
点
は
、
そ
の
よ
う
な
提
出
物
の
提
出
が
規
則
二
六


「
不
当
な
負
担
ま
た
は
費
用
」
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
提
出
に
か
か
る
負
担
が
「
不
適
切
な
も
の
だ
っ
た
」
か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め
に
、R
o
w
e
事
件
の
裁
判
所
は
以
下
の
八
つ
の
要
因
に
基
づ
い
て
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
を
採
用
し
た
。
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一
四
二
1.
要
求
の
特
殊
性
2.
検
索
の
成
功
可
能
性
3.
他
の
情
報
源
か
ら
の
入
手
可
能
性
4.
保
存
の
目
的
5.
当
事
者
に
対
す
る
利
益
6.
総
費
用
7.
費
用
管
理
能
力
8.
当
事
者
の
財
源
そ
し
て
、R
o
w
e
事
件
の
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
も
し
当
事
者
が
現
在
の
活
動
に
関
連
し
て
そ
れ
を
利
用
す
る
た
め
に
電
子
デ
ー
タ
を
維
持
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
ら
自
身
の
費
用
で
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」｢
し
か
し
な
が
ら
、
反
対
に
、
現
在
の
事
業
の
目
的
で
は
な
く
過
去
の
遺
物
的
な
デ
ー
タ
を
保
持
し
て
い
る
当
事
者
の
場
合
は
、
非
常
事
態
と
も
言
え
る
事
件
の
た
め
に
、
ま
た
は
廃
棄
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
と
い
う
理
由
で
保
存
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
提
出
す
る
費
用
は
相
手
方
に
負
わ
す
。」(
T
h
e
W
illiam
M
o
rris
A
g
e
n
cy
,
2
0
5
F
.R
.D
.
at
4
3
2
-3
3
.)
こ
の
事
件
で
、
上
記
の
八
つ
の
要
因
を
検
討
し
、
裁
判
所
は
、
費
用
負
担
を
原
告
へ
移
す
こ
と
に
賛
成
し
た
。
(
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Z
u
b
u
lak
e
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1
7
F
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.
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三
()
Id
.
３
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
保
護
命
令
（
１
）
不
注
意
な
Ｅ
Ｓ
Ｉ
情
報
の
開
示
を
保
護
命
令
で
阻
止
で
き
る
と
さ
れ
た
事
例
―A
lco
n
M
an
u
factu
rin
g
,
L
td
.
v
.
A
p
o
te
x
,
In
c.,
2
0
0
8
U
.S
.
D
ist.
L
E
X
IS
9
6
6
3
0
(
S
.D
.
In
d
.
2
0
0
8)
.
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
対
象
と
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
応
ず
る
こ
と
は
、
計
り
知
れ
な
い
試
練
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
応
ず
る
と
き
、
情
報
の
不
注
意
な
開
示
を
避
け
る
た
め
に
、
当
事
者
は
、
保
護
命
令
を
求
め
る
。
(
)
保
護
命
令
は
、
通
常
、
訴
訟
に
関
係
し
な
い
重
要
情
報
が
公
表
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
共
に
、
保
護
命
令
の
範
囲
に
応
じ
て
、
機
密
性
が
あ
っ
た
り
、
特
権
化
さ
れ
た
情
報
の
開
示
か
ら
当
事
者
を
保
護
す
る
た
め
に
申
立
て
ら
れ
る
。
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
対
す
る
保
護
命
令
に
関
す
る
事
例
と
し
てA
lco
n
社
対A
p
o
te
x
社
事
件
(
)
が
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
紛
争
は
、
薬
剤
の
特
許
権
侵
害
訴
訟
に
お
い
て
提
起
さ
れ
、
被
告
は
、
原
告
の
希
望
を
聞
き
入
れ
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
応
じ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
つ
い
て
の
原
告
の
応
答
の
際
に
、
原
告
は
不
注
意
に
も
弁
護
士
手
書
き
の
メ
モ
を
含
む
特
権
化
さ
れ
た
情
報
を
含
ん
だ
文
書
を
提
出
し
て
し
ま
っ
た
。
原
告
は
、
証
言
録
取
段
階
ま
で
は
文
書
に
つ
い
て
不
注
意
な
提
出
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
被
告
側
弁
護
人
は
、
最
初
に
機
密
情
報
を
含
ん
で
い
る
文
書
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
検
討
を
し
た
が
、
特
に
文
書
ま
た
は
筆
跡
か
ら
そ
の
よ
う
な
問
題
を
認
め
な
か
っ
た
。
最
初
は
原
告
側
弁
護
士
は
こ
の
文
書
を
採
用
す
る
こ
と
に
反
対
し
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
が
原
告
の
不
注
意
で
提
出
さ
れ
た
こ
と
も
示
さ
な
か
っ
た
。
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一
四
四
原
告
の
企
業
内
弁
護
士
は
、
問
題
の
ノ
ー
ト
の
筆
跡
お
よ
び
署
名
の
筆
跡
を
確
認
し
た
上
で
、
原
告
の
訴
訟
弁
護
士
に
、
書
面
は
特
権
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
開
示
を
承
認
す
る
こ
と
を
防
ぐ
申
立
て
を
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
そ
こ
で
原
告
弁
護
士
は
、
文
書
が
特
権
化
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
電
子
文
書
の
破
壊
エ
ラ
ー
が
原
因
で
不
注
意
に
提
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
原
告
は
手
書
き
の
メ
モ
を
省
い
て
編
集
し
た
文
書
を
提
出
す
る
一
方
で
、
被
告
に
対
し
て
は
原
告
の
申
立
て
た
保
護
命
令
に
従
っ
て
原
告
の
記
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
文
書
の
コ
ピ
ー
を
破
棄
す
る
よ
う
求
め
た
。
そ
れ
は
、
被
告
に
対
し
て
「
不
注
意
に
提
出
さ
れ
た
弁
護
士
―
依
頼
人
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
の
返
還
」
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
被
告
は
コ
ピ
ー
の
返
却
と
そ
の
破
棄
を
お
こ
な
わ
ず
、
む
し
ろ
当
該
コ
ピ
ー
を
専
門
家
証
人
に
提
供
し
、
そ
の
報
告
書
を
待
っ
た
。
被
告
は
原
告
の
申
立
て
に
対
し
い
く
つ
か
の
抗
弁
を
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
被
告
は
、
問
題
の
文
書
が
特
権
的
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
の
、
保
護
命
令
は
こ
の
文
書
に
は
適
用
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
仮
に
保
護
命
令
が
適
用
で
き
る
と
し
て
も
、
原
告
は
文
書
提
出
に
よ
っ
て
弁
護
士
―
依
頼
人
特
権
を
放
棄
し
た
も
の
だ
と
し
た
。
被
告
は
特
権
化
さ
れ
た
文
書
と
い
う
の
は
証
言
録
取
の
記
録
と
お
な
じ
よ
う
に
潜
在
的
な
訴
訟
記
録
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
原
告
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
利
用
で
き
る
の
は
保
護
命
令
で
は
な
く
、
本
案
審
理
の
前
に
予
め
証
拠
排
除
を
申
立
て
る
モ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
リ
ム
ニ
ー
（m
o
tio
n
in
lim
in
e
）
(
)
の
申
立
て
に
お
い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
(
)
し
か
し
、
原
告
は
、
被
告
が
裁
判
所
の
二
〇
〇
七
年
五
月
一
八
日
付
の
保
護
命
令
に
違
反
し
た
と
主
張
し
た
。
な
ぜ
な
ら
電
子
的
に
不
注
意
に
提
出
さ
れ
た
特
権
的
な
文
書
の
す
べ
て
の
コ
ピ
ー
を
原
告
に
返
却
ま
た
は
破
棄
す
る
こ
と
を
被
告
が
拒
み
、
被
告
が
こ
の
文
書
を
そ
の
専
門
家
の
一
人
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
人
に
配
布
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
裁
判
所
は
、
文
書
が
ま
だ
「
事
実
審
理
前
の
開
示
だ
け
」
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
書
の
不
注
意
な
開
示
に
保
護
命
令
は
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。
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五
担
当
治
安
判
事
のB
ak
e
r
裁
判
官
（
以
下
、｢
ベ
ー
カ
ー
裁
判
官
」
と
す
る
。）
は
、
保
護
命
令
に
よ
っ
て
事
実
審
理
前
段
階
の
開
示
、
あ
る
い
は
ま
た
訴
訟
に
関
連
し
た
情
報
、
文
書
、
具
体
的
な
物
に
対
す
る
提
出
を
規
制
す
る
と
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
書
を
証
言
録
取
の
た
め
に
参
照
す
る
こ
と
は
、
文
書
を
裁
判
記
録
の
一
部
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
、
ベ
ー
カ
ー
裁
判
官
は
指
摘
し
た
。
ベ
ー
カ
ー
裁
判
官
は
、
保
護
命
令
は
こ
の
よ
う
な
文
書
の
不
注
意
な
開
示
に
対
し
て
抑
制
的
機
能
を
有
す
る
と
の
結
論
を
下
し
た
。
保
護
命
令
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
中
に
不
注
意
な
提
出
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
過
ち
を
当
事
者
が
妨
ぐ
こ
と
を
許
容
す
る
。
そ
れ
は
、
電
子
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
情
報
の
不
注
意
な
公
表
の
場
合
に
は
、
過
ち
を
犯
し
た
際
、
特
に
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ベ
ー
カ
ー
裁
判
官
は
、
特
権
化
さ
れ
た
情
報
を
含
ん
で
い
る
す
べ
て
の
文
書
コ
ピ
ー
は
破
棄
さ
れ
る
か
、
原
告
に
返
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
専
門
家
に
特
権
化
さ
れ
た
情
報
を
検
討
さ
せ
た
報
告
書
の
被
告
に
よ
る
参
照
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
(
)
裁
判
所
は
、
保
護
命
令
は
、「
訴
訟
に
関
連
す
る
情
報
、
文
書
、
そ
し
て
そ
の
他
の
有
形
物
の
事
実
審
理
前
の
開
示
や
提
出
」
を
抑
制
す
る
目
的
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
し
、
保
護
命
令
の
意
義
を
理
解
し
た
う
え
で
、
原
告
の
開
示
が
不
注
意
な
も
の
だ
っ
た
点
に
つ
い
て
誠
実
な
外
観
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
彼
ら
が
そ
の
開
示
に
気
付
い
た
と
き
に
迅
速
な
救
済
的
行
為
を
求
め
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
原
告
の
保
護
命
令
を
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
は
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
立
証
す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
判
例
を
引
用
し
、
そ
こ
で
は
、「
す
で
に
確
立
さ
れ
た
文
書
が
使
わ
れ
、
証
言
録
取
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
示
を
お
こ
な
っ
た
当
事
者
は
、
そ
の
文
書
に
関
連
す
る
特
権
の
す
べ
て
に
つ
い
て
の
潜
在
的
主
張
を
放
棄
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
揺
る
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
し
た
。
し
か
し
被
告
が
こ
の
主
張
を
保
持
す
る
た
め
に
引
用
し
た
五
つ
の
判
例
の
う
ち
、
四
つ
に
つ
い
て
は
保
護
命
令
に
関
す
る
も
の
で
は
法と政治 61巻 4号 (2011年 1月)
論
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四
六
な
く
、
ま
た
保
護
命
令
が
本
事
案
に
類
似
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
。
(
)
ま
た
、
被
告
は
、
弁
護
士
―
依
頼
人
特
権
ま
た
は
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
権
利
放
棄
に
関
連
す
る
特
定
の
情
報
を
保
護
す
る
の
に
必
要
な
訴
訟
費
用
が
、
特
に
電
子
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
問
題
と
な
る
と
し
、
も
し
原
告
側
の
弁
護
士
が
開
示
の
前
に
特
権
ロ
グ
に
対
す
る
全
て
の
開
示
に
つ
い
て
二
重
ま
た
は
三
重
に
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
問
題
と
な
っ
た
状
況
は
回
避
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
し
た
。
し
か
し
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
上
述
の
理
由
の
た
め
に
、
裁
判
所
の
命
令
が
出
さ
れ
た
三
〇
日
以
内
に
以
下
の
こ
と
を
せ
よ
。

被
告
は
添
付
書
類
七
一
の
す
べ
て
の
コ
ピ
ー
を
削
除
す
る
か
、
も
し
く
は
原
告
に
返
却
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
と
れ
る
こ
と
を
書
面
で
保
証
す
べ
き
で
あ
る
。

被
告
は
秘
匿
特
権
や
こ
の
命
令
と
矛
盾
が
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
更
新
さ
れ
た
専
門
家
証
人
の
報
告
書
で
あ
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

被
告
の
専
門
家
証
人
の
メ
モ
に
依
拠
し
た
報
告
書
の
一
部
分
が
削
除
さ
れ
た
時
に
は
、
原
告
は
、
同
意
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

原
告
は
、
八
六
三
の
特
許
に
関
す
る
文
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。」
(
)
こ
の
判
決
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
も
弁
護
士
―
依
頼
人
間
の
秘
匿
特
権
は
重
視
さ
れ
、
仮
に
誤
っ
て
提
出
さ
れ
た
文
章
で
あ
っ
て
も
、
保
護
命
令
に
よ
っ
て
開
示
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
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一
四
七
（
２
）
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
電
子
情
報
の
ミ
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
を
取
る
際
の
具
体
的
手
続
が
示
さ
れ
た
事
例
―C
ap
ito
l
R
e
co
rd
s
In
c.
v
.
N
o
o
r
A
lau
jan
,
2
0
0
9
W
L
1
2
9
2
9
7
7
(
D
.
M
ass.
2
0
0
9)
.
現
在
、
音
楽
会
社
に
よ
っ
て
提
訴
さ
れ
る
多
く
の
著
作
権
侵
害
事
件
で
は
、
訴
訟
遂
行
の
た
め
に
原
告
が
知
り
た
い
情
報
を
収
集
す
る
必
要
性
と
、
被
告
が
有
す
る
情
報
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
権
利
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
証
拠
開
示
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
裁
判
所
が
一
定
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
指
標
）
を
与
え
る
必
要
が
生
じ
る
。
法
的
根
拠
な
し
に
著
作
権
の
あ
る
音
楽
を
違
法
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
と
し
て
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
い
て
、
音
楽
研
究
家
の
所
有
す
る
パ
ソ
コ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
たC
ap
ito
l
R
e
co
rd
s
In
c.
v
.
N
o
o
r
A
lau
jan
,
2
0
0
9
W
L
1
2
9
2
9
7
7
(
D
.
M
ass.
2
0
0
9
）
事
件
は
、
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
で
あ
る
(
)
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
大
量
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
重
ね
た
よ
う
に
立
つ
円
筒
状
のC
ap
ito
l
R
e
co
rd
s
の
高
層
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
地
平
線
で
長
い
間
目
立
っ
て
い
た
。
こ
のC
ap
ito
l
R
e
co
rd
s
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
本
訴
訟
に
お
い
て
、
被
告
のJo
e
l
T
e
n
e
n
b
au
m
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
原
告
の
著
作
権
の
あ
る
音
楽
フ
ァ
イ
ル
を
不
法
に
共
有
し
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
。
原
告
の
レ
コ
ー
ド
会
社
は
、
著
作
権
侵
害
の
内
容
を
検
証
す
る
た
め
に
、
被
告
の
所
有
す
る
二
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
被
告
は
、
原
告
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
は
広
範
す
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
非
開
示
特
権
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
保
護
命
令
の
申
立
て
を
し
た
。
裁
判
所
は
被
告
の
一
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
対
し
て
は
保
護
命
令
を
出
し
た
が
、
も
う
一
台
に
対
し
て
は
原
告
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
た
。
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八
裁
判
所
は
、
被
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
主
張
に
つ
い
て
、
原
告
に
詳
細
な
報
告
書
を
提
供
す
る
よ
う
命
令
し
た
。
以
下
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
。
①
判
決
要
旨
被
告
の
申
立
て
た
保
護
命
令
に
つ
い
て
は
、
一
部
認
容
さ
れ
、
一
部
却
下
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
原
告
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
目
的
で
、Jo
e
l
T
e
n
e
n
b
au
m
の
所
有
物
で
あ
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
と
、
東
芝
の
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
二
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
対
す
る
調
査
を
求
め
、
特
に
、
原
告
が
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
（m
irro
r
im
ag
e
(
)
）
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
作
権
侵
害
の
証
拠
を
発
見
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
原
告
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
専
門
家
に
よ
っ
て
被
告
の
す
べ
て
の
ド
ラ
イ
ブ
の
内
容
を
完
全
に
、
ま
た
正
確
に
複
写
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
東
芝
の
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に
対
す
る
被
告
の
保
護
命
令
を
認
め
た
。
他
方
、
も
う
一
台
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
対
し
て
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
開
示
方
法
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
。
被
告
は
、
そ
の
証
言
録
取
に
お
い
て
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
被
告
の
勤
務
す
る
大
学
で
も
利
用
さ
れ
、
後
の
フ
ァ
イ
ル
の
共
有
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
、
被
告
は
、
原
告
の
主
張
す
る
デ
ー
タ
に
関
連
し
た
特
定
の
情
報
の
保
持
の
有
無
に
つ
い
て
の
記
憶
を
否
定
し
た
。
そ
れ
に
対
し
原
告
は
、
被
告
が
自
作
し
て
い
る
と
認
め
た
Ｃ
Ｄ
か
ら
被
告
が
原
告
の
著
作
権
の
あ
る
フ
ァ
イ
ル
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
交
換
し
、
そ
の
時
に
フ
ァ
イ
ル
の
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
の
更
新
の
た
め
に
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
使
わ
れ
た
、
と
主
張
し
た
。
原
告
は
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
が
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六

に
基
づ
き
、
訴
状
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
請
求
に
関
連
す
る
も
の
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九
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
問
題
と
な
っ
た
曲
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
、
し
か
も
潜
在
的
に
送
信
さ
れ
た
場
合
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
被
告
に
よ
る
継
続
的
な
フ
ァ
イ
ル
共
有
に
よ
っ
て
故
意
の
著
作
権
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
証
拠
と
な
る
デ
ー
タ
を
含
む
か
ら
で
あ
る
。
被
告
は
、
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
対
象
は
広
す
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、
被
告
に
過
度
な
負
担
を
課
す
も
の
と
な
り
、
被
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る
こ
と
、
そ
し
て
守
秘
性
の
あ
る
弁
護
士
―
依
頼
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
危
う
く
す
る
と
反
対
し
た
。
裁
判
所
は
、
被
告
の
電
子
デ
ー
タ
の
完
全
な
複
製
物
を
つ
く
る
と
い
う
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ
と
が
深
刻
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
自
体
が
訴
訟
の
争
点
の
中
心
で
あ
る
場
合
、
つ
ま
り
実
質
的
に
申
し
立
て
ら
れ
た
著
作
権
侵
害
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六

に
関
連
性
を
も
つ
と
し
た
。
(
)
被
告
が
証
言
録
取
で
認
め
た
よ
う
に
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
の
た
め
に
被
告
に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
デ
バ
イ
ス
の
ま
さ
に
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
彼
が
こ
の
フ
ァ
イ
ル
共
有
に
つ
い
て
詳
細
な
事
実
に
つ
い
て
記
憶
し
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
彼
の
一
貫
性
の
な
い
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
対
す
る
応
答
が
あ
っ
た
た
め
、
原
告
が
求
め
て
い
る
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
作
成
を
認
め
る
機
会
を
与
え
て
い
る
、
と
裁
判
所
は
し
た
。
(
)
同
時
に
、
裁
判
所
は
、
原
告
が
蒙
っ
た
現
実
の
損
害
と
、
著
作
権
法
の
も
と
で
得
ら
れ
る
と
す
る
制
定
法
上
の
損
害
賠
償
は
違
憲
で
あ
り
、
法
外
で
あ
る
と
い
う
被
告
の
主
張
と
を
比
較
検
討
し
た
上
で
、
原
告
が
被
告
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
検
査
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
被
告
は
、
そ
の
抗
弁
で
、
原
告
の
請
求
は
、
被
告
の
フ
ァ
イ
ル
共
有
の
行
動
が
、
実
際
に
、
現
実
に
、
ど
の
く
ら
い
実
質
的
で
、
継
続
的
で
、
重
大
だ
っ
た
か
と
い
う
別
な
争
点
を
つ
く
り
だ
す
も
の
だ
、
と
主
張
し
、
裁
判
所
は
そ
れ
に
同
意
し
た
(
)
。
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本
件
の
主
要
な
争
点
は
、
も
ち
ろ
ん
被
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
対
す
る
侵
害
の
懸
念
に
集
中
す
る
。
特
に
、
訴
訟
の
請
求
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
関
係
が
、
性
質
上
、
相
当
程
度
に
漠
然
と
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
立
証
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
東
芝
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
な
く
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
訴
訟
の
請
求
に
十
分
に
緊
密
な
関
係
が
あ
る
と
認
定
し
た
。
さ
ら
に
裁
判
所
は
、
以
下
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
被
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
の
異
議
は
強
固
な
保
護
命
令
を
通
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
(
)
②
保
護
命
令
に
つ
い
て
被
告
の
保
護
命
令
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
関
連
性
の
な
い
個
人
情
報
が
、
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
最
大
限
配
慮
し
、
一
定
の
要
件
と
保
護
命
令
に
従
っ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
必
要
だ
と
し
た
。
裁
判
所
は
、
全
て
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
保
存
さ
れ
る
方
法
、
お
よ
び
「
削
除
さ
れ
た
」
フ
ァ
イ
ル
が
回
復
さ
れ
る
と
い
う
方
法
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
配
慮
と
い
う
観
点
か
ら
は
問
題
を
含
む
も
の
と
な
り
う
る
と
し
た
。
(
)
す
な
わ
ち
、｢
削
除
さ
れ
た
」
文
書
や
、
無
関
係
な
フ
ァ
イ
ル
、
原
告
の
弁
護
士
―
依
頼
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
学
生
の
成
績
、
未
公
表
の
研
究
ノ
ー
ト
、
さ
ら
に
医
療
記
録
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
文
書
は
、
無
関
係
な
個
人
情
報
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
開
示
さ
せ
る
の
は
か
な
り
不
適
切
と
な
る
。
(
)
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
被
告
の
東
芝
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
保
護
命
令
の
申
立
て
は
認
容
さ
れ
た
が
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
関
し
て
は
棄
却
さ
れ
た
。
し
か
も
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
た
手
続
と
矛
盾
な
く
進
め
る
も
の
と
す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
。
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こ
れ
を
支
障
な
く
お
こ
な
う
た
め
、
よ
り
厳
密
な
電
子
情
報
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
が
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。
③
電
子
情
報
開
示
の
方
法
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
以
下
の
よ
う
な
電
子
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
の
手
続
を
示
し
た
。
第
一
に
、
被
告
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
提
出
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
原
告
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
科
学
捜
査
専
門
家
を
選
出
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
検
査
の
た
め
に
任
命
し
た
専
門
家
や
そ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
当
事
者
間
で
同
意
さ
れ
た
秘
匿
合
意
書
を
締
結
し
、
そ
れ
に
署
名
し
、
本
件
で
求
め
ら
れ
た
保
護
命
令
を
遵
守
す
る
も
の
と
す
る
。
第
三
に
、
被
告
は
、
保
護
命
令
が
認
め
ら
れ
た
十
日
以
内
に
、
相
互
に
同
意
す
る
時
刻
に
、
被
告
の
弁
護
士
事
務
所
で
原
告
の
専
門
家
に
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用
を
可
能
に
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
原
告
の
専
門
家
は
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
つ
い
て
、
数
時
間
以
内
に
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
彼
ら
は
、
そ
の
施
設
か
ら
被
告
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
四
に
、
こ
の
作
業
に
任
命
さ
れ
る
専
門
家
、
お
よ
び
そ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
だ
け
に
調
査
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
。
原
告
ま
た
は
原
告
の
弁
護
士
は
、
提
出
さ
れ
た
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
検
査
で
き
な
い
し
、
ま
た
処
理
も
で
き
な
い
。
原
告
の
専
門
家
（
以
下
、
「
専
門
家
」
と
す
る
。）
は
、
極
秘
で
こ
れ
ら
す
べ
て
の
情
報
を
保
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
専
門
家
は
六
十
日
以
内
に
、
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
と
全
て
の
復
元
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
複
写
と
文
書
を
管
理
し
、
保
管
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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二
第
五
に
、
専
門
家
は
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
電
子
記
録
と
音
楽
フ
ァ
イ
ル
に
関
連
す
る
「
メ
タ
デ
ー
タ
」
を
含
む
、
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
上
の
復
元
可
能
な
フ
ァ
イ
ル
共
有
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
修
復
可
能
な
デ
ー
タ
は
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
に
も
は
や
表
示
さ
れ
な
い
「
削
除
さ
れ
た
」
フ
ァ
イ
ル
を
も
含
む
。
第
六
に
、
専
門
家
は
、
関
連
性
の
な
い
電
子
メ
ー
ル
、
ワ
ー
プ
ロ
文
書
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
文
書
、
表
計
算
文
書
、
画
像
フ
ァ
イ
ル
、
ビ
デ
オ
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
保
存
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
・
ペ
ー
ジ
の
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
分
析
で
き
な
い
。
他
方
、
付
加
的
な
予
防
策
と
し
て
、
被
告
は
、
検
査
の
前
に
専
門
家
、
お
よ
び
原
告
の
弁
護
士
の
双
方
に
提
供
さ
れ
た
特
権
ロ
グ
の
中
の
弁
護
士
―
依
頼
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
は
秘
匿
さ
れ
た
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
フ
ァ
イ
ル
を
指
定
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
専
門
家
に
よ
っ
て
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
か
ら
速
や
か
に
削
除
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
争
い
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
は
開
か
れ
る
か
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
内
容
物
に
つ
い
て
専
門
家
に
よ
っ
て
調
べ
ら
れ
る
。
第
七
に
、
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
検
査
に
基
づ
い
て
、
専
門
家
は
、
情
報
の
な
か
で
見
つ
け
た
音
楽
フ
ァ
イ
ル
と
そ
れ
に
関
連
し
た
共
用
フ
ァ
イ
ル
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
こ
の
訴
訟
開
始
以
来
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
な
か
で
一
定
の
デ
ー
タ
が
「
一
掃
さ
れ
た
」
か
、
ま
た
は
す
で
に
消
去
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
八
に
、
専
門
家
は
こ
の
報
告
書
を
被
告
側
弁
護
士
だ
け
に
開
示
す
る
も
の
と
す
る
。
被
告
側
弁
護
士
は
秘
匿
特
権
に
基
づ
い
て
報
告
書
の
内
容
に
異
議
を
申
し
出
る
た
め
に
五
日
間
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
異
議
は
、
最
初
に
原
告
側
弁
護
士
に
文
書
で
通
知
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
当
事
者
自
身
で
い
か
な
る
紛
争
も
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
原
告
は
専
門
家
の
報
告
書
の
提
出
を
強
制
す
る
申
立
て
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
紛
争
が
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
当
事
者
自
身
で
同
意
に
達
す
る
な
ら
ば
、
被
告
は
原
告
に
専
門
家
の
報
告
書
を
速
や
か
に
開
示
す
る
も
の
と
す
る
。
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三
第
九
に
、
裁
判
所
は
、
開
示
の
強
制
の
申
立
て
に
つ
い
て
判
断
す
る
際
に
、
被
告
に
イ
ン
・
カ
メ
ラ
調
査
で
専
門
家
の
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
と
見
合
っ
た
保
護
命
令
に
つ
い
て
は
、
こ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
の
前
に
、
原
告
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
裁
可
の
後
、
当
事
者
は
十
日
以
内
に
、
面
会
協
議
を
迅
速
に
お
こ
な
い
、
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
に
関
し
て
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
専
門
家
に
対
し
て
守
秘
義
務
の
同
意
、
お
よ
び
相
当
な
時
間
に
つ
い
て
決
定
す
る
(
)
。
こ
れ
ら
の
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
開
示
に
つ
い
て
の
実
務
的
方
法
は
、
本
格
化
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｉ
の
開
示
に
関
す
る
指
導
的
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
開
示
の
指
針
を
図
示
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。
図
１
が
示
す
の
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
該
当
記
録
に
対
す
る
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
が
作
成
さ
れ
た
あ
と
の
流
れ
を
本
判
決
の
示
す
と
こ
ろ
に
従
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
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四
図１ Ｅディスカバリーの流れ
関連性
(Relevance)
量 (Volume)
イン・カメラ
(incamera)
提示
(Presentation)
提出 (Production)
相手方弁護士の異義申立て (Objection)
保存
(Preservation)
記録管理 (Records Management)
選り分け (Sorting)
検証 (Identification)
ミラーイメージ作成 (Mirror Image)
データ複製、文書管理、保管
収集
(Collection)
再検討
(Review)
処理手続
(Processing)
分析
(Analysis)
線
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
検
査
が
進
行
す
る
に
従
っ
て
、
そ
の
扱
う
デ
ー
タ
量
が
減
少
し
て
ゆ
く
こ
と
を
示
し
、
右
下
の
斜
線
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
進
行
に
伴
っ
て
、
情
報
の
事
件
へ
の
関
連
性
が
深
く
な
る
こ
と
を
示
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
今
日
の
人
々
の
生
活
、
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
で
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
訴
訟
手
続
上
、
誰
か
の
個
人
的
な
電
子
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
必
要
性
が
あ
る
場
合
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
等
、
種
々
の
問
題
を
生
じ
る
。
争
い
な
し
に
個
人
の
所
有
す
る
電
子
装
置
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
権
を
譲
り
渡
さ
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
た
め
、
多
く
の
Ｅ
Ｓ
Ｉ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
紛
争
で
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
早
期
に
、
当
事
者
間
で
面
会
協
議
を
お
こ
な
わ
せ
、
そ
の
の
ち
裁
判
所
の
介
入
を
通
し
て
解
決
さ
れ
る
こ
(
)
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
保
護
命
令
を
準
備
す
る
際
に
、
ど
の
装
置
に
相
手
方
が
ア
ク
セ
ス
し
た
い
か
、
は
じ
め
か
ら
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
(
)
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
は
っ
き
り
と
ど
ち
ら
か
に
不
利
益
な
約
束
が
成
立
し
て
い
る
と
き
は
、
裁
判
所
に
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
(
)
保
護
命
令
と
そ
れ
を
根
拠
づ
け
る
正
当
事
由
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
竹
部
晴
美
「
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
―
保
護
命
令
（p
ro
te
ctiv
e
o
rd
e
r
）
と
そ
の
正
当
事
由
（g
o
o
d
cau
se
）
に
つ
い
て
」
法
と
政
治
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五
九
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一
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九
頁
（
二
〇
〇
九
年
）
参
照
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factu
rin
g
,
L
td
.
v
.
A
p
o
te
x
In
c.,
2
0
0
8
U
.S
.
D
ist.
L
E
X
IS
9
6
6
3
0
(
S
.D
.In
d
.
2
0
0
8)
.
(
)
Id
.
at
9
.
モ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
リ
ム
ニ
ー
に
つ
い
て
は
、
丸
田
隆｢
刑
事
陪
審
裁
判
に
お
け
る
不
適
切
証
拠
の
事
前
排
除
―M
o
tio
n
in
L
im
in
e
（
不
適
切
証
拠
排
除
申
立
て
）
に
つ
い
て
」
法
と
政
治
第
四
三
巻
第
四
号
三
六
一
―
三
八
四
頁
（
一
九
九
二
年
）
参
照
。
(
)
Id
.
at
1
0
-1
1
.
こ
の
特
許
訴
訟
は
い
く
つ
か
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
特
権
化
さ
れ
た
情
報
を
含
ん
で
い
る
電
子
的
に
提
出
さ
れ
た
文
書
を
含
む
。
そ
し
て
そ
れ
は
裁
判
所
に
新
連
邦
証
拠
規
則
五
〇
二
条
、
お
よ
び
保
護
命
令
の
下
で
の
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一
五
五
争
点
を
検
討
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
裁
判
所
は
二
〇
〇
八
年
九
月
二
六
日
に
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
聴
聞
会
を
開
い
た
。
そ
こ
で
、
当
事
者
は
以
下
の
こ
と
に
関
し
て
証
拠
お
よ
び
論
拠
を
示
し
た
。

原
告
の
主
張
は
、
被
告
が
特
権
化
さ
れ
た
情
報
を
含
ん
で
い
る
文
書
を
削
除
す
る
か
、
ま
た
は
返
却
す
る
こ
と
。

原
告
の
主
張
は
、
特
権
化
さ
れ
た
情
報
を
含
ん
で
い
る
文
書
は
専
門
家
証
人
の
報
告
書
か
ら
抹
消
さ
れ
る
こ
と
。

被
告
の
主
張
は
、
原
告
は
臨
床
試
験
で
使
用
し
た
同
意
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、

被
告
の
主
張
は
、
原
告
が
八
六
三
の
特
許
と
称
さ
れ
る
も
の
に
関
す
る
文
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
両
当
事
者
は
、
非
常
に
長
い
聴
聞
会
の
後
、
当
該
書
面
を
提
出
し
た
。
二
〇
〇
七
年
五
月
一
八
日
の
保
護
命
令
は
以
下
を
規
定
す
る
、
す
な
わ
ち
、
①
提
出
し
て
い
る
当
事
者
が
不
注
意
に
ま
た
は
間
違
っ
て
情
報
を
提
出
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
訴
訟
に
お
け
る
文
書
ま
た
は
そ
の
他
の
有
形
物
は
弁
護
士
―
依
頼
人
特
権
、
ま
た
は
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
免
除
を
条
件
に
し
て
、
取
り
下
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
②
そ
の
よ
う
な
提
出
物
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
―
依
頼
人
特
権
、
ま
た
は
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
要
求
の
権
利
放
棄
を
構
成
す
る
と
い
う
損
害
を
も
た
ら
す
べ
き
で
は
な
い
。
③
そ
し
て
提
出
す
る
当
事
者
は
、
不
注
意
に
ま
た
は
間
違
っ
て
提
出
し
た
物
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
る
開
示
を
取
り
下
げ
る
た
め
に
救
済
的
な
行
為
を
迅
速
に
促
す
こ
と
に
つ
い
て
は
誠
実
な
外
観
性
が
与
え
ら
れ
る
。
④
提
出
し
た
当
事
者
か
ら
、
そ
う
す
る
た
め
に
要
求
書
を
受
け
と
る
三
日
以
内
に
受
領
し
た
当
事
者
は
、
提
出
し
た
当
事
者
に
、
文
書
ま
た
は
有
形
物
を
返
却
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
提
出
し
た
当
事
者
は
、
弁
護
士
―
依
頼
人
特
権
、
ま
た
は
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
免
除
の
請
求
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
不
注
意
に
、
ま
た
は
、
誤
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
と
答
え
る
も
の
と
す
る
。
⑤
受
け
と
っ
た
当
事
者
も
ま
た
、
不
注
意
に
ま
た
は
、
誤
っ
て
出
さ
れ
た
情
報
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
コ
ピ
ー
概
要
ま
た
は
メ
モ
を
破
棄
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
こ
の
命
令
が
、
こ
の
保
護
命
令
の
も
と
で
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
提
出
の
一
部
と
し
て
、
そ
の
不
注
意
な
提
出
の
た
め
の
権
利
放
棄
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
理
由
に
基
づ
く
場
合
、
情
報
の
提
出
を
強
制
す
る
申
立
て
を
を
お
こ
な
う
こ
と
に
つ
い
て
は
当
事
者
を
妨
げ
な
い
も
の
と
す
る
。
⑥
提
出
し
た
当
事
者
は
、
更
な
る
証
言
録
取
の
た
め
に
す
べ
て
の
返
還
さ
れ
た
文
書
お
よ
び
有
形
物
の
コ
ピ
ー
を
保
持
す
る
べ
き
で
あ
る
。
(
)
Id
.
at
2
9
-3
0
.
(
)
S
ee
F
D
IC
v
.
E
rn
st
&
W
h
in
n
e
y
,
1
3
7
F
.R
.D
.
1
4
,
1
9
(
E
.D
.
T
e
n
n
.
1
9
9
1)
(
保
護
命
令
は
守
秘
義
務
の
あ
る
文
書
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
た
が
特
権
あ
る
文
書
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。);
G
o
ld
e
n
V
alle
y
M
icro
w
av
e
F
o
o
d
s,
In
c.,
v
.
W
e
av
e
r
P
o
p
co
rn
C
o
.,
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五
六
1
3
2
F
.R
.D
.
2
0
4
,
2
0
9
(
N
.D
.
In
d
.
1
9
9
0)
(
保
護
命
令
の
一
部
と
し
て
な
さ
れ
た
（
情
報
）
の
回
収
条
項
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
。);
E
d
w
ard
s
v
.
W
h
itak
e
r,
8
6
8
F
.
S
u
p
p
.
2
2
6
,
2
2
9
(
M
.D
.
T
e
n
n
.
1
9
9
4)
(
保
護
命
令
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
。);
C
ro
ssro
ad
s
S
y
s.(
T
e
x
as)
,
In
c.,
v
.
D
o
t
H
ill
S
y
s.
C
o
.,
2
0
0
6
U
.S
.D
ist.
L
E
X
IS
3
6
1
8
1
,
2
0
0
6
W
L
1
5
4
4
6
2
1
,
1
2
(
W
.D
.
T
e
x
.
M
ay
3
1
,
2
0
0
6)
(
回
収
条
項
を
も
つ
保
護
命
令
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
。).
(
)
A
p
o
te
x
In
c.,
2
0
0
8
U
.S
.D
ist.
at
2
9
-3
0
.
(
)
C
ap
ital
R
e
co
rd
s
In
c.
v
.
N
o
o
r
A
lau
jan
,
2
0
0
9
U
.S
.D
ist.
L
E
X
IS
(
D
.
M
ass.
2
0
0
9)
.
(
)
Id
.
at
1
2
-1
3
.
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
複
製
を
つ
く
る
、
つ
ま
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
コ
ピ
ー
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
中
身
で
あ
る
デ
ー
タ
と
全
く
同
じ
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
(
)
Id
.
at
1
0
-1
1
.
(
)
Id
.
at
1
0
,
an
d
a
lso
see
A
m
e
riw
o
o
d
In
d
u
strie
s,
In
c.
v
.
L
ib
e
rm
an
,
2
0
0
6
W
L
3
8
2
5
2
9
1
at
4
(
E
.D
.M
o
.2
0
0
6)
参
照
。(｢
被
告
が
企
業
機
密
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
へ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
と
い
う
主
張
は
、
原
告
の
主
張
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
入
手
す
る
必
要
性
と
の
間
の
重
要
な
関
連
性
を
与
え
る
。｣
）
(
)
Id
.
at
1
1
.
裁
判
所
は
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
三
四
お
よ
び
二
六

の
も
と
で
当
事
者
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
命
じ
る
た
め
の
権
限
を
も
つ
。(
S
ee
B
alb
o
a
T
h
re
ad
w
o
rk
s,
In
c.
v
.
S
tu
ck
y
,
2
0
0
6
W
L
7
6
3
6
6
8
(
D
.K
an
.2
0
0
6)
;
A
m
e
riw
o
o
d
In
d
u
strie
s,
2
0
0
6
W
L
3
8
2
5
2
9
1
;
C
o
m
m
u
n
icatio
n
s
C
e
n
te
r,
In
c.
v
.
H
e
w
itt,
2
0
0
5
W
L
3
2
7
7
9
8
3
,
at
1
(
E
.D
.C
al.2
0
0
5)
.
）
(
)
Id
.
at
1
6
,
S
ee
a
lso
A
m
e
riw
o
o
d
In
d
u
strie
s,
2
0
0
6
W
L
3
8
2
5
2
9
1
;
A
rista
R
e
co
rd
s,
In
c.
v
.
T
sch
irh
art,
C
ase
N
o
.
0
5
-
C
A
0
3
7
2
0
G
,
slip
o
p
.
(
W
.D
.T
e
x
.
Jan
.
2
5
,
2
0
0
6
）
参
照
。(
守
秘
性
が
あ
り
、
特
権
化
さ
れ
た
情
報
を
開
示
か
ら
守
る
た
め
に
保
護
命
令
に
よ
っ
て
被
告
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
フ
ァ
イ
ル
共
有
に
つ
い
て
の
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
守
っ
た
。）
(
	)
Id
.
at
1
2
.
S
ee
D
e
cl.
o
f
D
r.
D
o
u
g
Jaco
b
so
n
,
E
x
h
.
F
to
P
l.
O
p
p
.
to
P
ro
te
ctiv
e
O
rd
e
r
(
d
o
cu
m
e
n
t
#
6
8
2
-2)
.
(

)
Id
.
S
ee
a
lso
A
m
e
riw
o
o
d
In
d
u
s.
In
c.
v
.
L
ib
e
rm
an
,
2
0
0
6
W
L
3
8
2
5
2
9
1
,
at
1
(
E
.D
.M
o
.2
0
0
6)
.
(
)
Id
.
at
1
4
.
こ
れ
ら
九
つ
の
段
階
に
つ
い
て
は
、see
id
.
at
1
3
-6
.
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一
五
七
()
こ
の
点
、
二
〇
〇
八
年
に
施
行
さ
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
電
子
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
法
（C
alifo
rn
ia
E
le
ctro
n
ic
D
isco
v
e
ry
A
ct
）
は
、
ひ
と
つ
の
の
情
報
源
に
な
る
。
そ
の
規
定
は
、
電
子
情
報
開
示
請
求
の
形
式
の
概
要
を
示
す
。
こ
の
規
定
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
へ
の
効
果
的
な
ア
ク
セ
ス
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
当
事
者
の
要
求
に
「
関
連
す
る
行
動
を
実
行
さ
せ
、
複
製
を
作
成
さ
せ
、
テ
ス
ト
し
、
そ
し
て
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
と
ら
せ
る
た
め
の
『
合
理
的
な
場
所』
を
検
討
さ
せ
る
。」
そ
の
「
合
理
的
な
場
所
」
は
、
提
出
す
る
当
事
者
の
所
在
地
で
も
よ
い
。
特
定
の
電
子
装
置
へ
の
他
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
科
学
捜
査
の
専
門
家
を
準
備
し
て
い
て
も
、
彼
ら
に
無
条
件
で
装
置
へ
の
検
査
を
許
可
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
。
保
護
命
令
に
関
す
る
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
法
の
規
定
は
、
そ
の
点
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
は
膨
大
な
基
準
の
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
裁
判
官
に
当
事
者
を
保
護
す
る
幅
広
い
裁
量
権
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
求
め
ら
れ
て
い
る
項
目
が
訴
訟
に
関
連
す
る
か
ど
う
か
、
十
分
な
時
間
が
与
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
、
提
出
物
の
場
所
が
そ
の
要
求
に
つ
い
て
指
定
さ
れ
た
場
所
と
異
な
る
べ
き
か
ど
う
か
、
お
よ
び
綿
密
な
検
査
が
準
備
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
(
)
し
た
が
っ
て
、
準
備
不
足
ま
た
は
不
注
意
な
弁
護
士
は
、
適
切
な
技
術
専
門
家
と
相
談
す
る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
面
会
協
議
（m
e
e
t
an
d
co
n
fe
r
）
を
提
案
す
る
。
こ
れ
は
、
し
か
し
、
不
注
意
に
非
開
示
情
報
を
提
出
し
て
し
ま
う
と
か
、
あ
る
い
は
結
果
的
に
非
常
に
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
一
連
の
提
出
物
に
同
意
し
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
厄
介
な
結
果
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
裁
判
所
規
則
は
、
特
権
的
な
文
書
を
回
収
(
claw
b
ack)
す
る
手
続
を
認
め
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
夏
に
改
正
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
規
則
は
、
当
事
者
に
「
そ
の
よ
う
な
要
求
が
提
出
の
後
に
主
張
で
き
る
か
ど
う
か
、
特
権
ま
た
は
弁
護
士
の
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
つ
い
て
主
張
す
る
ま
た
は
遵
守
す
る
方
法
」
を
規
定
し
て
い
る
。
４
ま
と
め
み
て
き
た
よ
う
に
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
紙
ベ
ー
ス
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
比
較
し
て
包
括
的
・
概
括
的
開
示
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が
格
段
に
多
く
な
る
。
な
る
ほ
ど
、
紙
ベ
ー
ス
の
文
書
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
読
ん
で
訴
訟
や
事
件
と
の
関
連
性
を
精
査
し
、
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八
検
討
す
る
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
電
子
化
さ
れ
た
情
報
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
や
、
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
分
類
化
）
と
い
っ
た
点
で
、
時
間
的
に
も
よ
り
迅
速
で
、
安
価
な
対
応
が
可
能
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
分
析
や
精
査
の
対
象
と
な
る
デ
ー
タ
が
正
確
か
つ
公
正
に
準
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
。
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
判
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
紙
ベ
ー
ス
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
比
し
て
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
は
、
何
を
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
対
象
の
デ
ー
タ
と
し
て
入
手
す
る
か
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
入
手
す
る
か
、
そ
の
時
の
守
秘
義
務
や
秘
匿
特
権
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題
点
が
絶
え
ず
付
き
ま
と
う
。
し
か
も
デ
ー
タ
は
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
な
ど
記
憶
媒
体
や
メ
モ
リ
ー
デ
バ
イ
ス
に
他
の
私
的
情
報
と
混
在
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
化
に
時
間
と
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
。
こ
の
費
用
を
一
体
、
誰
が
ど
ん
な
ふ
う
に
―
請
求
し
て
い
る
側
か
、
さ
れ
た
側
か
―
分
担
す
る
の
か
の
問
題
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
上
記
の
よ
う
な
様
々
な
問
題
の
な
か
で
も
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
企
業
機
密
と
い
っ
た
守
秘
す
べ
き
情
報
を
ど
の
よ
う
に
保
護
命
令
で
守
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
特
に
、
紙
ベ
ー
ス
等
の
情
報
を
前
提
に
条
文
化
さ
れ
た
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六

の
保
護
命
令
が
ど
の
よ
う
に
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
保
護
命
令
に
お
い
て
効
果
を
も
つ
か
を
み
て
き
た
。
こ
の
点
、
求
め
に
応
じ
て
概
括
的
な
提
出
を
し
た
あ
と
に
本
来
開
示
す
べ
き
で
な
い
秘
密
情
報
を
開
示
し
た
場
合
に
、
保
護
命
令
が
有
効
な
防
御
申
立
て
に
な
る
こ
と
が
、A
lco
n
M
an
u
factu
rin
g
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
保
護
す
る
た
め
に
よ
る
情
報
開
示
に
つ
い
て
と
る
べ
き
方
法
や
具
体
的
手
法
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
を
定
め
たC
ap
ito
l
R
e
co
rd
s
判
決
は
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
も
保
護
命
令
の
も
つ
役
割
を
再
認
識
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。
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E-Discovery and Protective Order : On the Non-disclosure
Cases of Electronically Stored Information
Harumi TAKEBE
This article considers and analyzes the interrelation between E-discovery
and the protective order in the civil procedure of the United States of
America. It is well known that computer and the electronic technologies has
swept over the business as well as civil life today. It has overridden the old
method of information and the communication technology even including the
legal materials and matters.
Because majority of the evidence in civil trials is digitally stored informa-
tion today, the parties in lawsuit shall understand the computer system and
the data storage practice more than before. The computer technology system
including the digital evidence becomes more complicated and technical to
handle. Most lawyers and house counsel, however, are used to be trained
only on the paper documentation and presentation. In the context of law suit
the complexity of discovery today turns out to be more burdensome and
costly to deal with digital information. Not only in a commercial suit, but also
in an administrative litigation such discovery deals with a large quantity of
electronically stored information even to include secret business record and
information. The discovery which includes electronic mail and the other
electronic document in the computer of the parties is known and described
as “electronic discovery” or “E-discovery”.
On the E-discovery, a part of the Federal Rules of Civil Procedure was
amended and adopted in 2006 for the method of discovery procedure mainly
focused upon ESI. By this amendment, all electrons including, but not limited
to, an electronic information, an experimental data, an accounting data, a
computer aided design and the file of the computer aided manufacturing, a
website, a server and the network storage shall be subject of the electronic
information discovery. The electronic mail, an instant message, document
software or statistics software, and electronically preserved data are not ex-
ception of such subject of E-discovery.
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All parties in the lawsuit are to observe and comply with a severe sanc-
tion / punishment for the accidental / intentional cancellation of ESI related to
the lawsuit or the government investigation. The responsibility occurs if the
court approves and determines the procedure after a suit or the investiga-
tion. If disposal of ESI occurs after filing a suit, such punitive sanction will
occur.
In the case of the electronic information disclosure, the object of discovery
is extended to all ESI documents and stored ones. Thus even Japanese enter-
prises doing business in the United States may not refuse to produce an elec-
tronic information preserved in a computer and the server of the main office
when it is required in the lawsuit in the United States. If it is exposed that
the storage of such an electronic information had willfully and knowingly
destructed or canceled, the “adverse inference instruction” is given to the
jury that will have a significant influence on the verdict. The examination of
ESI will be required also considerable costs.
On the other hand, it is necessary for both parties to protect confidential
information to be revealed unintentionally to the opposite party. To avert re-
vealing unnecessary information, particular information shall be protected be-
forehand as non-disclosure in accordance with confidentiality by claiming
“protective order” to the court. To utilize in camera procedure is also useful
to limit a way of the disclosure. Therefore, for document holder, care for pol-
icy concerning to the related electronic information, management, preserva-
tion and a detailed check becomes unavoidable.
This article, therefore, analyses the background of 2006 amendment of
FRCP, discusses cases related to E-discovery and examine “protective
order” case. The article has following structure :
Chapter1 : Introduction
Chapter2 : Current State and Development of E-discovery in the United
States
1. Outline of the Federal Rule of Civil Procedure Revision in 2006
2. Important Judicial Precedents that Influences Law Revision
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(1) Influence Given to Improper E-discovery and the Lawsuit
―Coleman Holding, Inc., v. Morgan Stanley Co., 2005
Extra LEXIS 94 (Fla. Cir. Ct. Ma. 23, 2005).
(2) Problem of Cost of E-discovery and Insincere Correspond-
ence
―Zubulake v. UBS Warburg LLC, 217 F.R.D. 309 (S.D.
N.Y. 2003).
Chapter3 : Protective Order in E-discovery
1. Alcon Manufacturing, Ltd. v. Apotex, Inc., 2008 U.S. Dist.
LEXIS 96630 (S.D. Ind. 2008).
2. Capital Records Inc., v. Noor Alaujan, 2009 WL 1292977 (D.
Mass. 2009).
Chapter4 : Conclusion
